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No.７８No.７８００

本市の人口と世帯数（２６年１１月３０日現在）
人口　１１万５９６４人（男性５万５１２１人、女性６万８４３人）

世帯数　５万５６世帯

Ｐ２～３

Ｐ４

Ｐ１３

Ｐ１９～３１

今今今今今今今今今今月月月月月月月月月月のののののののののの主主主主主主主主主主なななななななななな内内内内内内内内内内今月の主な内容容容容容容容容容容容

年末年始のごみ・し尿収集日と業務案内

今年は統一地方選挙の年です

男女共同参画特集

子育て・くらし・文化・スポーツの情報

謹
賀
新

謹
賀
新
年年

新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
り

　
新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
り
まま

し
て
、
健
康
で
幸
せ
な
一
年
と

し
て
、
健
康
で
幸
せ
な
一
年
と
なな

り
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
お
祈

り
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
お
祈
りり

申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す
。。

本
年
は
、
新
た
な
決
意
の
も
と

　
本
年
は
、
新
た
な
決
意
の
も
と
、、

市
政
の
更
な
る
推
進
に
、
全
力

市
政
の
更
な
る
推
進
に
、
全
力
でで

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、、

一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ

一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
どど

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。。

　
　
　
　
　
　
　
                    

富
田
林
市
長

多
田

利

       富
田
林
市
長
　
多
田
　
利
喜喜

多田 利喜市多田　利喜市長長山本 剛山本　剛史史市議会議市議会議長長
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ア
・
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・
タ
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・
ヤ
・
ラ
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ア・
カ
行

サ・
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ナ
・ハ
行

マ・
ヤ
行
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年
末
年
始
の
ご
み
・
し
尿
収
集
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

問い合わせ　衛生課
（内線１４４～１４６）

穴

血

結

訣

激激激激激激激激激激

激激激激激激激激激激

桁
桁
桁

桁
桁
桁

ご
み
は
、
年
末
が
　
月
　
日

ま
で
、

１２

３１

年
始
は
１
月
５
日

か
ら
通
常
ど
お
り

収
集
し
ま
す
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第
３
ほ
ん
わ
か
セ
ン
タ
ー
出
張
所

「
け
あ
ぱ
る
金
剛
」
を
開
設
し
ま
す

　
本
市
で
は
、
市
域
を
３
つ
の

圏
域
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
地

域
包
括
支
援

セ

ン

タ

ー

（
愛
称
、
ほ

ん
わ
か
セ
ン

タ
ー
）
を
設

置
し
て
い
ま

す
（
下
表
参

照
）。

　
同

セ

ン

タ
ー
は
、
高

齢
者
と
そ
の

ご
家
族
が
住

み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ

う
、
医
療
・

介
護
・
福
祉

の
専
門
職
が
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相

談
を
お
聞
き
し
、
活
用
で
き
る

制
度
の
紹
介
や

問
題
解
決
へ
の

支
援
な
ど
を
す

る
総
合
相
談
窓

口
で
す
。

　
１
月
　
日


１３

よ
り
新
た
に
、

第
３
ほ
ん
わ
か

セ
ン
タ
ー
の
出

張

所

と

し
て

「
け
あ
ぱ
る
金

剛
」
を
開
設
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
不
安

や
困
り
事
な
ど
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

「
け
あ
ぱ
る
金
剛
」
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

と
き
　
１
月
　
日

、
午
前
　

１３

１０

時
～
正
午

と
こ
ろ
　
け
あ
ぱ
る
金
剛
、
金

剛
団
地
中
央
集
会
所
（
左
図
参

照
）

内
容
　
握
力
測
定
、
脳
年
齢
測

定
、
も
の
忘
れ
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
、
介
護
と
健
康
の
相
談
会
、

Ｕ
Ｒ
生
活
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
相
談
、
救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
や
笑
顔
れ
ん
ら
く
帳
の

配
布
　

※
来
場
者
に
は
、
記
念
品
（
先

着
１
０
０
人
）を
贈
呈
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
高
齢
介
護
課

（
内
線
１
８
３
）



４

　
今
年
、
統
一
地
方
選
挙
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
選
挙
に
よ
っ
て

選
ば
れ
た
代
表
者
を
通
じ
て
政

治
に
参
加
し
、
意
思
を
反
映
さ

せ
て
い
ま
す
。
地
方
自
治
体
の

議
会
議
員
や
首
長
を
選
ぶ
選
挙

は
、
私
た
ち
に
最
も
身
近
な
政

治
参
加
の
機
会
で
す
。

　
府
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、

４
月
３
日

に
告
示
さ
れ
、
　
１２

日

が
投
票
日
で
す
。
な
お
、

今
回
よ
り
選
挙
区
が
「
富
田
林

市
、
大
阪
狭
山
市
及
び
南
河
内

郡
」（
議
員
定
数
２
人
）
に
変
わ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
議
会
議
員
一
般
選

挙
お
よ
び
市
長
選
挙
は
、
４
月

　
日

に
告
示
さ
れ
、
　

日


１９

２６

が
投
票
日
と
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
意
思
を
正
し
く
反

映
さ
せ
る
た
め
に
も
、
必
ず
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

※
期
日
前
投
票
所
は
、
市
役
所

庁
舎
に
加
え
、
金
剛
連
絡
所

（
２
階
ホ
ー
ル
）
に
も
開
設
し

て
い
ま
す
の
で
、
投
票
日
に
投

票
で
き
な
い
人
は
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
お
よ

び
市
長
選
挙
の
立
候
補
予
定
者

説
明
会
を
、
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

と
き
　
２
月
　
日

、
午
後
１

１２

時
　
分
～
４
時
ご
ろ

３０
と
こ
ろ
　
市
役
所
４
０
１
会
議

室※
出
席
は
、
立
候
補
予
定
者
１

人
に
つ
き
３
人
以
内
に
限
り
ま

す
。

郵
便
な
ど
に
よ
る
　
　
　
  

不
在
者
投
票

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
や
戦
傷

病
者
手
帳
、
ま
た
は
介
護
保
険

被
保
険
者
証
を
お
持
ち
で
、
次

の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
自

宅
な
ど
で
郵
便
な
ど
に
よ
る
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
記
載
内

容○
両
下
肢
・
体
幹
の
障
が
い
、

ま
た
は
移
動
機
能
の
障
が
い
が

１
・
２
級
の
人

○
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
の
障

が
い
が
１
・
３
級
の
人

○
免
疫
・
肝
臓
の
障
が
い
が
１

～
３
級
の
人

戦
傷
病
者
手
帳
の
記
載
内
容

○
両
下
肢
ま
た
は
体
幹
の
障
が

い
が
特
別
～
第
２
項
症
の
人

○
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・
肝

臓
の
障
が
い
が
特
別
～
第
３
項

症
の
人

介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
記
載

内
容
 

○
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護

５
の
人

　
こ
の
方
法
で
不
在
者
投
票
を

す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
選
挙

管
理
委
員
会
に
申
請
し
、「
郵
便

等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
人

は
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
同
証
明
書
に

は
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

す
で
に
期
限
が
切
れ
て
い
る
人

は
、
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
内
線
４
８
６
）

今
年
は
統
一
地
方
        

          選
挙
の
年
で
す

感
染
性
胃
腸
炎
と
は

　
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
が
原
因
と

な
っ
て
 嘔
  吐
 や
下
痢
な
ど
の
症

お
う
 
と

状
を
引
き
起
こ
す
病
気
の
総
称

で
す
。
特
に
、
冬
季
に
流
行
す

る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
は

非
常
に
強
力
で
す
が
、
特
効
薬

や
ワ
ク
チ
ン
が
な
い
た
め
予
防

が
大
事
で
す
。

感
染
性
胃
腸
炎
を
予
防
す
る
に

は●
帰
宅
時
や
調
理
の
前
後
、
食

事
前
、
ト
イ
レ
の
後
は
、
せ
っ

け
ん
で
指
先
か
ら
手
首
ま
で

し
っ
か
り
洗
い
ま
し
ょ
う
。

●
食
品
な
ど
は
中
心
部
ま
で
十

分
加
熱
（
中
心
温
度
　
℃

～
　

８５

９０

℃

で
　
秒
以
上
の
加
熱
）
を
す

９０

れ
ば
感
染
性
は
な
く
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

●
感
染
し
た
人
の
便
や
 嘔
 

お
う

 吐
 物
と

を
処
理
す
る
と
き
は
、
ビ
ニ
ー

ル
手
袋
な
ど
を
使
用
し
、「
す
ぐ

に
拭
き
取

る
」「
乾
燥

さ

せ

な

い
」「
消
毒

す
る
」
の

３
原
則
を

守

り

ま

し
ょ
う
。

　
感
染
の
予
防
方
法
お
よ
び
便

や
 嘔
  吐
 物
の
処
理
方
法
な
ど
、

お
う
 
と

詳
し
く
は
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
よ
る

感
染
性
胃
腸
炎
に
ご
注
意
」〔h

t
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〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

呼
吸
器
系
感
染
症
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
も
ご
注
意
を

　
冬
季
に
は
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ

マ
肺
炎
や
肺
炎
な
ど
を
引
き
起

こ
し
て
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ

る
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症

が
流
行
し
ま
す
。

　
自
分
だ
け
で
な
く
、
乳
幼
児

や
高
齢
者
な
ど
重
症
化
す
る
恐

れ
の
あ
る
周
り
の
人
を
守
る
意

味
で
も
予
防
が
大
事
で
す
。

呼
吸
器
系
感
染
症
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
に
は

　
帰
宅
時
の
手
洗
い
と
う
が
い

を
励
行
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
マ
ス
ク

の
着
用
と
せ
き
エ
チ

ケ
ッ
ト
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健

セ
ン
タ
ー
〔

　
５
（２８）

５
２
０
〕
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冬
季
に
流
行
す
る
感
染
症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症
をををををををををををををををををををををををををををををを
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防
し
ま
し
ょ
うううううううううううううううううううううううううううううう



５

　
　
年
前
に
発
生
し
た
阪
神
・

２０
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
、
災
害

時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
重

要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
日
」
と「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
週
間
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
　
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
防

災
へ
の
認
識
と
日
頃
の
備
え
を

十
分
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
近
い
将
来
発
生
す
る

と
い
わ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ

毎年１月26日は文化財防火デー

　昭和２４年１月２６日、世界最古の木造建造

物である法隆寺の金堂が炎上し、壁画が焼

損したことから、毎年この日を「文化財防

火デー」と定め、文化財防火運動が全国的

に実施されます。市消防本部でも、大切な

財産である文化財を火災や地震などの災害

から守り、市民の皆さんの文化財保護と防

火意識の高揚を図るため、重要文化財の消

防訓練と防火査察を実施します。

とき　１月２６日、午前１０時～

ところ　錦織神社

問い合わせ　市消防本部警備救急課〔(２５)

１１２５〕

防火管理者資格取得講習会

　消防法の規定により、一定基準以上の建

物には防火管理者を選任し、消防長への届

け出が必要です。市消防本部では、この資

格を付与するための講習会を実施します。

とき　２月１８日、１９日、午前９時～午

後４時ごろ（全２回）

ところ　市消防本部

定員　８０人（申し込み先着順）

受講料　３５００円（テキスト代）

申し込み　１月１３日～３０日（土・日曜

日を除く午前９時～午後５時）までに、市

消防本部予防課〔(２５)７４００〕へ（電話申

し込み不可）

「災害に強い、人にやさしい、
 煌 のまちづくり」講演会
きらめき

　阪神・淡路大震災から２０年。災害への備

えを「地域福祉」の視点から考える同講演

会を開催します。

とき　１月３１日、午後１時３０分～３時３０

分（午後０時３０分開場）　

ところ　レインボーホール（市民会館）中

ホール　

※駐車場には限りがありますので、できる

だけ公共交通機関をご利用ください。

内容　小野　達也さん（大阪府立大学人間

社会学部准教授）による講演「人と人との

つながりで災害にそなえる」、地域の活動

紹介、防災資機材や防災グッズの展示など

※手話通訳、要約筆記あり。

定員　３００人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

問い合わせ　地域福祉課〔内線２８８・（２１）

４７８２〕

の
巨
大
地
震
を
は
じ
め
、
本
市

の
近
く
に
あ
る
上
町
・
生
駒
断

層
の
影
響
に
よ
り
、
震
度
６
規

模
の
地
震
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
地
震
に
備
え
て
、
家
族
で
防

災
会
議
を
開
き
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
時
に
は
、
地
域
ぐ
る
み

の
協
力
体
制
（
共
助
）
が
重
要

で
す
。
日
頃
か
ら
積
極
的
な
助

け
合
い
を
心
掛
け
る
と
と
も

に
、
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ででででででででででででででででででででででででででででで
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
ををををををををををををををををををををををををををををを

地
域
ぐ
る
み
で
防
災
対
策
を
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

毎
年
１
月
　
日
は
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

１７

１
月
　
日
～
　
日
は
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
で
す

１５

２１

　
こ
の
た
び
、
南
海
ト
ラ
フ
の

巨
大
地
震
に
お
け
る
国
や
府
の

被
害
想
定
が
公
表
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
同
防
災
計
画
を
改
訂

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
し
い
同
防
災
計
画

は
、
東
日
本
大
震
災
や
近
年
全

国
で
多
発
し
て
い
る
土
砂
災
害

な
ど
を
教
訓
と
し
た
、
最
新
の

関
連
法
令
な
ど
に
合
わ
せ
た
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
同
防
災
計
画
を
基

に
自
助
（
自
分
で
守
る
）、
共
助

（
地
域
で
守
る
）、
公
助
（
行
政

が
守
る
）
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
防
災
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　
な
お
、
同
防
災
計
画
の
詳
細

は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
安
心

安
全
ガ
イ
ド「
災
害
へ
の
備
え
」

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
４
２
１
）

　
本
市
で
は
、
市
域
に
係
る
防

災（
災
害
予
防
対
策
を
は
じ
め
、

災
害
発
生
後
の
災
害
応
急
対
策

や
災
害
復
旧
・
復
興
対
策
な
ど
）

に
関
し
、
市
お
よ
び
防
災
関
係

機
関
な
ど
が
処
理
す
べ
き
事
務

や
業
務
な
ど
を
定
め
た
「
市
地

域
防
災
計
画
」
を
策
定
し
、
災

害
に
備
え
て
い
ま
す
。

「市地域防災計画」を

  改訂しました

防
災
会
議
で
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト

◎
家
族
一
人
一
人
の
役
割
分
担

を
決
め
る

◎
家
の
中
の
危
険
な
箇
所
を
改

善◎
非
常
持
ち
出
し
品（
ラ
ジ
オ
、

懐
中
電
灯
、
救
急
セ
ッ
ト
、
常

備
薬
、
非
常
食
、
水
、
家
族
の

写
真
な
ど
）
の
準
備
、
確
認
、

入
れ
替
え

◎
防
災
用
具
（
消
火
器
、
救
急

箱
な
ど
）
の
点
検

◎
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
と
き
の

連
絡
方
法
を
確
認

◎
避
難
場
所
や
避
難
経
路
の
確

認問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
４
２
１
）、
自
主
防
災

組
織
に
関
す
る
こ
と
は
市
消
防

本
部
警
備
救
急
課
〔

　
１
１

（２５）

２
５
〕



６

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と

は
、
市
の
基
本
的
な
政
策
や
計

画
な
ど
を
立
案
す
る
過
程
に
お

い
て
、
そ
の
案
を
広
く
公
表

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
意
見
を
考
慮
し
、
市
と

し
て
意
思
決
定
す
る
と
と
も

に
、
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え

方
を
公
表
す
る
一
連
の
手
続
き

で
す
。
　

　
今
回
、
意
見
を
募
集
す
る
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●意見などの募集期間

①②１月６日～２月５日、③１月

８日～２７日

●素案の閲覧方法

①②１月６日～、③８日～、市役

所（情報公開課および①はこども未来

室、②は障がい福祉課、③は高齢介護

課）、金剛連絡所、人権文化センター、

中央・金剛・東公民館、中央・金剛図

書館、青少年センター、すばるホール、

レインボーホール（市民会館）、総合福

祉会館、けあぱる、かがりの郷、保健

センター、市民総合体育館、総合ス

ポーツ公園、または市ウェブサイトの

市役所のご案内「パブリックコメント」

でご覧いただけます

●意見などの提出方法

住所、氏名、電話番号、ご意見を記入

し、はがき、封書、ファクス、Ｅメー

ルで、①は２月５日までに５８４-

８５１１市役所こども未来室〔(２４)８９７６・

Ｅメールkodomo@city.tondabayashi.lg.

jp〕、②は２月５日までに５８４-８５１１

市役所障がい福祉課〔(２５)３１２３・Ｅ

メールfukushi@city.tondabayashi.lg.jp〕、

③は１月２７日までに５８４-８５１１市役

所高齢介護課〔(２０)２１１３・Ｅメール

kaigohoken@city.tondabayashi.lg.jp〕へ

（①②は消印有効、③は必着）

※直接持参も可。電話での受け付けは

できません。なお、提出されたご意見

は、反映できるように検討させていた

だきますが、個別に回答できませんの

でご了承ください。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す

　
毎
年
、
農
家
か
ら
の
申
請
に

基
づ
い
て
、
選
挙
権
の
資
格
を

調
査
し
、
選
挙
人
名
簿
を
作
成

し
て
い
ま
す
。

　
次
の


に
該
当
す
る
人

で
、
農
業
実
行
組
合
に
所
属
し

て
い
る
人
は
１
月
７
日

ま
で

に
各
組
合
長
へ
、
所
属
し
て
い

な
い
人
は
　
日

ま
で
に
農
業

１０

委
員
会
事
務
局
へ
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。


平
成
７
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人


１
月
１
日
現
在
で
、　


以

１０

上
の
農
地
を
耕
作
す
る
人
、
ま

た
は
そ
の
人
と
同
居
の
親
族

で
、
年
間
　
日
以
上
耕
作
し
て

６０

い
る
人
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
農
業
委
員
会
事

務
局
（
内
線
４
４
４
）、
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
（
内
線
４
８

６
）

農業委員会委員
選挙人名簿の申請を

①
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
（
素
案
）

　
　
年
８
月
に
、
子
育
て
を
め

２４
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
な
ど
に
基
づ
い

て
、
　

年
４
月
よ
り
、
幼
児
期

２７

の
教
育
や
保
育
、
地
域
の
子
育

て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
く

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
新
制
度
の
施
行

に
向
け
、「
富
田
林
市
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
」
を
設
置
し
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
「
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

（
計
画
期
間
　
～
　
年
度
）
の

２７

３１

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

②
第
４
期
市
障
が
い
福

祉
計
画
（
素
案
）

　
第
４
期
市
障
が
い
福
祉
計
画

と
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に

基
づ
き
、
必
要
な
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
相
談
支
援
な
ど

が
、
地
域
に
お
い
て
計
画
的
に

提
供
さ
れ
る
よ
う
策
定
す
る
計

画
で
す
。

　
同
計
画
で
は
、　

～
　
年
度

２７

２９

ま
で
の
障
が
い
福
祉
施
策
を
ま

と
め
て
い
ま
す
。

③
市
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
及
び
第
６
期
介
護

保
険
事
業
計
画
（
素
案
）

　
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及

び
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画

と
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
生
き
生
き
と
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
策
定
す
る
計
画
で
す
。

　
同
計
画
で
は
、　

～
　
年
度

２７

２９

ま
で
の
高
齢
者
施
策
の
総
合
的

な
推
進
と
３
カ
年
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
量
な
ど
の
推
計
に
基
づ
く

介
護
保
険
事
業
を
ま
と
め
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
①
は
こ
ど
も
未

来
室
（
内
線
２
０
２
）、
②
は
障

が
い
福
祉
課
（
内
線
１
９
４
）、

③
は
高
齢
介
護
課
（
内
線
１
７

５
）



７

　
税
制
改
正
に
よ
り
、　

年
度

２７

住
民
税
に
適
用
さ
れ
る
主
な
項

目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
延
長
・

控
除
限
度
額
の
拡
充

　
個
人
住
民
税
（
市
・
府
民
税
）

の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い

て
、
適
応
期
間
が
４
年
間
（
　２６

年
１
月
１
日
～
　
年
　
月
　
日

２９

１２

３１


）
延
長
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の

期
間
の
う
ち
、　

年
４
月
１
日

２６

か
ら
　
年
　
月
　
日

ま
で
に

２９

１２

３１

居
住
を
開
始
し
た
場
合
の
控
除

限
度
額
が
９
万
７
５
０
０
円
か

ら
　
万
６
５
０
０
円
に
拡
充
さ

１３
れ
ま
す
。

　
年
度
住
民
税
に
　
　
　
　

２７　
　
適
用
さ
れ
る
主
な
も
の

上
場
株
式
な
ど
の
譲
渡
・
配

当
所
得
な
ど
に
係
る
　

㌫

１０

軽
減
税
率
の
廃
止

　
上
場
株
式
な
ど
の
譲
渡
・
配

当
所
得
な
ど
に
係
る
税
率
は
、

特
例
措
置
に
よ
り
　
年
　
月
　

２５

１２

３１

日
ま
で
　
㌫
（
所
得
税
７
㌫
、

１０

住
民
税
３
㌫
）
の
軽
減
税
率
が

適
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、　

年
２６

１
月
１
日
以
降
は
本
則
税
率
の

　
㌫
（
所
得
税
　
㌫
、
住
民
税

２０

１５

５
㌫
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
　
年
ま
で
は

４９

復
興
特
別
所
得
税（
　
年
は
０
・

２５

１
４
７
㌫
、　

年
以
降
は
０
・

２６

３
１
５
㌫
）が
加
算
さ
れ
ま
す
。

ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど
の
譲

渡
損
失
に
係
る
損
益
通
算

な
ど
の
改
正
（
生
活
に
通
常

必
要
で
な
い
資
産
の
範
囲

の
追
加
）

　
譲
渡
損
失
の
他
の
所
得
と
の

損
益
通
算
お
よ
び
雑
損
控
除
を

適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
生

活
に
通
常
必
要
で
な
い
資
産
の

範
囲
に
、
主
と
し
て
趣
味
、
娯

楽
、
保
養
ま
た
は
鑑
賞
の
目
的

で
所
有
す
る
不
動
産
以
外
の
資

産
（
ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど
）
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
ゴ
ル
フ
会
員

権
な
ど
の
譲
渡
損
失
に
つ
い
て

は
、
総
合
課
税
に
お
い
て
、
他

の
所
得
と
の
損
益
通
算
が
適
用

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
課
税
課
（
内
線

1
1
1
、
1
1
2
、
1
1
7
）

　
本
市
に
お
け
る
芸
術
文
化
活
動

の
振
興
と
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
市
内
の
芸
術
文
化
活
動

団
体
が
実
施
す
る
創
造
的
か
つ
自

主
的
な
芸
術
文
化
活
動
を
支
援
・

助
成
し
ま
す
。

対
象
団
体
　
本
市
に
拠
点
を
お

き
、
す
ば
る
ホ
ー
ル
を
利
用
し
た

芸
術
文
化
活
動
を
実
施
す
る
団
体

助
成
金
額
　
上
限
　
万
円
（
対
象

２０

経
費
か
ら
収
入
を
控
除
し
た
３
分

の
２
以
内
の
金
額
）

対
象
期
間
　
４
月
～
９
月
に
実
施

す
る
事
業

申
し
込
み
　
１
月
　
日

ま
で
に

３１

す
ば
る
ホ
ー
ル
〔

　
０
２
２
２
〕

（２５）

へ※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は

す
ば
る
ホ
ー
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
://su

b
aru
h
all.o
rg

 
   
     
 
   
 
     
  /

 〕
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

す
ば
る
ホ
ー
ル
芸
術

文
化
助
成
事
業
を
ご

活
用
く
だ
さ
い

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつななななななななななななななななななななながががががががががががががががががががががるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフファァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル「つながるファイル」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」をををををををををををををををををををををを

ご利用ください！

や
相
談
機
関
な
ど
で
受
け
た
ア

ド
バ
イ
ス
の
内
容
を
確
認
し
た

り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

フ
ァ
イ
ル
が
欲
し
い
と
き
は

　
担
任
の
先
生
ま
た
は
保
健
セ

ン
タ
ー
の
保
健
師
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
０
８
）

　「
つ
な
が
る
フ
ァ
イ
ル
」
は
、

保
護
者
と
担
任
の
先
生
な
ど
の

支
援
関
係
者
が
子
ど
も
の
状
況

を
共
通
に
理
解
し
、
一
緒
に
考

え
な
が
ら
、
効
果
的
な
支
援
を

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
作
ら

れ
ま
し
た
。

フ
ァ
イ
ル
を
作
る
メ
リ
ッ
ト

　
子
ど
も
が
保
育
園
や
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
な
ど
に
進
学

す
る
際
、
同
フ
ァ
イ
ル
を
作
っ

て
お
く
こ
と
で
、
子
ど
も
の
状

況
に
つ
い
て
何
度
も
同
じ
こ
と

を
説
明
す
る
負
担
を
軽
減
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
所
属
す
る
園
や
学
校

が
変
わ
っ
て
も
、
一
貫
し
た
支

援
、
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
成
長
の

様
子
を
振
り
返
っ
た
り
、
病
院

　
同
給
付
金
は
、　

年
４
月
の

２６

消
費
税
８
㌫
へ
の
引
き
上
げ
以

降
に
、
引
き
上
げ
後
の
消
費
税

率
が
適
応
さ
れ
た
住
宅
を
購
入

さ
れ
た
人
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
収
入
に
応
じ
て
国
か
ら

最
大
　
万
円
が
支
給
さ
れ
る
制

３０

度
で
す
。

※
受
給
の
条
件
や
支
給
額
、
申

請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
同
給

付
金
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
://su

m
a
i-k
y
u
fu
.jp
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 〕

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
給
付
金
専
用

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
〔

０
５
７
０

（
０
６
４
）
１
８
６
〕、
住
宅
政

策
課
（
内
線
４
３
８
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
ご
存
じ
で
す
か

す
ま
い
給
付
金



８

新
た
に
市
内
の
一
部
地
域
に
お
い
て
ウ
メ
、

モ
モ
な
ど
の
苗
、植
木
、盆
栽
、切
り
枝
な
ど

の
持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た

　
　
年
　
月
に
、「
プ
ラ
ム
ポ
ッ

２５

１２

ク
ス
ウ
イ
ル
ス
（
ウ
メ
輪
紋
ウ

イ
ル
ス
）
の
緊
急
防
除
に
関
す

る
省
令
」
な
ど
が
改
正
さ
れ
、

本
市
の
一
部
地
域
に
お
い
て
ウ

メ
、
モ
モ
な
ど
の
苗
、
植
木
、

盆
栽
、
切
り
枝
な
ど
の
持
ち
出

し
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
年
の
国
・
府
に
よ
る
調
査

２６
の
結
果
、
新
た
に
新
青
葉
丘
町

が
持
ち
出
し
禁
止
区
域
に
追
加

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

持
ち
出
し
て
は
い
け
な
い

地
域

左
表
に
記
載

持
ち
出
し
て
は
い
け
な
い

植
物

■
ウ
メ
、
モ
モ
、
ユ
ス
ラ
ウ
メ
、

ス
モ
モ
、
ア
ン
ズ
、
ネ
ク
タ
リ

ン
、
オ
ウ
ト
ウ
、
セ
イ
ヨ
ウ
マ

ユ
ミ
、
ヨ
ウ
シ
ュ
イ
ボ
タ
な
ど

※
種
子
お
よ
び
果
実
は
持
ち
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
同
ウ
イ
ル
ス
は
、
ウ
メ
、
モ

モ
な
ど
の
植
物
に
感
染
す
る
ウ

イ
ル
ス
病
で
、
人
や
動
物
に
は

感
染
し
ま
せ
ん
。
感
染
し
て
い

る
木
の
葉
に
触
っ
た
り
、
果
実

を
食
べ
た
り
し
て
も
健
康
に
影

響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
水
産
省
神

戸
植
物
防
疫
所
業
務
部
国
内
検

疫
担
当
〔

０
７
８
（
３
８
９
）

５
３
２
０
〕、
府
農
政
室
推
進

課
病
害
虫
防
除
グ
ル
ー
プ
〔


０
７
２
（
９
５
７
）
０
５
２
０
〕

プラムポックスウイルス（ウメ輪紋ウイルス）とは

　ウメやモモなどの植物が同ウイルスに感染すると、葉に特徴

的な輪紋を生じるほか、果実の表面に斑紋が生じることで商品

価値が損なわれたり、成熟前に落果したりするなどの悪影響を

及ぼすことが知られています。

　そのため、同ウイルスは植物防疫法により「検疫有害動植物」

に指定されており、根絶をめざした緊急防除が実施されていま

す。

　
ふ
る
さ
と
寄
付
金
は
、
自
分

が
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
や

応
援
し
た
い
地
方
公
共
団
体

（
都
道
府
県
お
よ
び
市
区
町

村
）
に
寄
付
す
る
制
度
で
す
。

　
同
制
度
で
は
、
寄
付
金
額
に

応
じ
て
所
得
税
と
個
人
住
民
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
富
田
林
を
「
ふ
る
さ
と
」
と

し
て
応
援
し
、
本
市
の
発
展
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
　

年
　
月
か
ら

２０

１０

「
と
ん
だ
ば
や
し
ふ
る
さ
と
寄

付
金
」
を
募
集
し
、
こ
れ
ま
で

に
１
億
２
８
３
４
万
円
（
　
年
２６

　
月
末
現
在
）
の
寄
付
を
い
た

１１だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
お
金
は
、
寄
付
し
て
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
希
望
に

沿
っ
て
、
自
然
環
境
の
保
全
や

とんだばやし

　　ふるさと寄付金

地
域
の
活
性
化
、
子
育
て
支
援

な
ど
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
年
度
活
用
事
業
の
一
例

26・
滝
谷
公
園
の
整
備

・
市
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ

オ
作
成

・
小
・
中
学
校
図
書
室
の
エ
ア

コ
ン
設
置

・
新
市
営
プ
ー
ル
の
開
設
な
ど

※
寄
付
の
手
続
き
な
ど
詳
し
く

は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ふ
る

さ
と
寄
付
金
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
寄
付
金
の
申

請
に
つ
い
て
は
秘
書
課
（
内
線

３
１
２
）
、
税
控
除
に
つ
い
て

は
課
税
課
（
内
線
１
１
１
）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆さささささささささささささささささささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんのののののののののののののののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付ををををををををををををををををををををををををををををををををををををを心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ～皆さんのご寄付を心よりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちしししししししししししししししししししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす　　　お待ちしています～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　
本
市
で
は
、
市
役
所
の
省
エ

ネ
お
よ
び
節
電
対
策
と
し
て
、

消
灯
の
励
行
や
暖
房
温
度
の
適

正
管
理
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
健
康
に
影

響
の
な
い
範
囲
で
、
節
電
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
２
）　

家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききききききききききき家庭でできるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電にににににににににににににににににににににににににににににごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協節電にご協力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力をををををををををををををををををををををををををををををを

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
、
昨
年
　
月
１
日
付
で
次
の

１２

人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

●
龍
泉
・
岸
之
本
担
当

森
本
　
照
美
さ
ん
〔

　
４
０

（３５）

２
０
〕

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
３
）

新
し
い
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
決
ま
り

ま
し
た

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



９

　
２
月
２
日

よ
り
、
市
役
所

を
利
用
さ
れ
る
人
の
利
便
性
の

向
上
を
目
的
に
、
市
役
所
駐
車

場
を
整
備
し
、
有
料
化
し
ま

す
。
有
料
化
に
よ
り
、
無
断
駐

車
を
無
く
し
、
駐
車
待
ち
時
間

の
短
縮
を
図
り
ま
す
。

ご
利
用
窓
口
で
の
所
要
時

間
分
の
駐
車
料
金
は
割
引

処
理
を
受
け
れ
ば
無
料

　
車
で
来
庁
さ
れ
た
人
は
、
入

庫
の
際
に
発
券
さ
れ
る
駐
車
券

を
、
ご
利
用
の
窓
口
で
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。
窓
口
に
て
、
駐

車
券
に
受
付
印
を
押
し
ま
す
の

で
、
押
印
済
み
の
駐
車
券
を
１

階
総
合
受
付
な
ど
に
持
参
し
、

割
引
処
理
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
　
駐
車
券
は
出
庫
の
際
に
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
紛
失
し
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
来
庁

の
際
に
は
、
で
き
る
限
り
電

車
・
バ
ス

な
ど
の
公

共
交
通
機

関
を
ご
利

用
い
た
だ

き
ま
す
よ

う
お
願
い

し
ま
す
。

　
駐
車
場

利
用
料
金

は
、
下
表

の
と
お
り

で
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
（
内
線

3
3
3
）

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日２月２日～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

市役所駐車場を

有料化します

道路の陥没などを発見されたとき
はお知らせください

　本市では、道路の安全確保のため、定期的

に点検パトロールを実施していますが、市内

全ての区域を細部にわたって確認できないこ

ともあります。

　そのため、地域や道路利用者の皆さんから

の情報提供が大変有効となります。

　通勤や散歩などの途中で、道路の穴や陥

没、ガードレール・カーブミラーの破損、溝

 蓋 の破損・隙間などを見掛けたときは、道路
ぶた

交通課（内線４１３）までご連絡をお願いします。

生け垣や庭木は適切な管理を

　カイヅカイブキなどの生け垣や庭木の緑が

伸び過ぎて道路にはみ出すと、景観を損ねる

だけでなく通行の妨げとなります。

　また、交差点の見通しが悪くなったり、

カーブミラーを隠してしまったりするなどし

て、思わぬ事故の原因にもなりかねません。

　敷地内の生け垣や庭木などは、早めに 剪 定
せん

するなど所有者が適切に管理し、人にやさし

く安全で美しいまちづくりにご協力くださ

い。

問い合わせ　道路交通課（内線４１２）

レインボーバスの運賃支払い方法
が変更になりました

　レインボーバスの運賃支払い方法が変更に

なりました。

　支払いが現金の場合は、乗車口で整理券を

取っていただく必要があります。また、磁気

カードをご利用の場合は、乗車口でカード読

み取り機にカードを通していただく必要があ

りますので、ご注意ください。

問い合わせ　近鉄バス㈱八尾営業所〔072

(949)4681〕、道路交通課（内線416）

　
本
市
で
は
、
家
庭
か
ら
出
る

生
ご
み
を
減
量
化
・
堆
肥
化
す

る
生
ご
み
ぼ
か
し
あ
え
容
器
用

の
ぼ
か
し
剤
を
購
入
さ
れ
た
世

帯
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
米
ぬ
か
な
ど
の

原
材
料
は
対
象
外
で
す
。

　
同
補
助
金
の
申
請
を
１
月
５

日

～
２
月
　
日

ま
で
受
け

２７

付
け
ま
す
。

※
補
助
は
一
世
帯
に
つ
き
年
間

　
個
ま
で
、　

年
中
に
購
入
し

１６

２６

た
ぼ
か
し
剤
が
対
象
で
す
。

対
象
者
　
市
内
に
住
所
を
有

し
、
か
つ
生
ご
み
ぼ
か
し
あ
え

容
器
を
使
用
し
て
い
る
世
帯

補
助
金
額
　
ぼ
か
し
剤
購
入
価

格
（
消
費
税
な
ど
は
除
く
）
の

２
分
の
１
の
額
（
　
円
未
満
は

１０

切
り
捨
て
）

※
購
入
店
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を

利
用
し
、
割
り
引
き
を
受
け
た

場
合
は
、
割
り
引
き
後
の
金
額

が
購
入
価
格
と
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
　
①
レ

シ
ー
ト
、
領
収
書
ま
た
は
購
入

店
発
行
の
販
売
証
明
書
（
原
本
）、

②
振
込
先
と
口
座
番
号
の
分
か

る
も
の
、
③
印
鑑
（
認
め
印
）

※
申
請
者
、
領
収
書
（
販
売
証

明
書
）
の
氏
名
と
振
込
先
口
座

名
義
人
は
同
じ
人
に
限
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）

ぼ
か
し
剤
購
入

補
助
金
の
申
請
は

１
月
～
２
月
ま
で

　
２
月
１
日

現
在
を
基
準
日

と
し
て
、
農
林
業
の
国
勢
調
査

と
い
わ
れ
る
「
２
０
１
５
年
農

林
業
セ
ン
サ
ス
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林

業
の
政
策
に
役
立
て
る
た
め

に
、
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る

大
切
な
調
査
で
す
。
１
月
中
旬

か
ら
農
林
業
を
営
ん
で
い
る
皆

さ
ん
の
と
こ
ろ
に
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
（
内
線

３
３
１
）

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
を
！



１０

　本市では、財源の確保に努めるため、同封筒の裏面

に掲載する広告を募集します。

封筒使用期間　４月１日～２８年３月３１日

広告の規格　縦６㌢×横８㌢

封筒の種類・印刷予定枚数・一斉送付時期

《納税通知書》

①固定資産税用、４万７０００枚、５月上旬

②市府民税用、３万８０００枚、６月上旬

③軽自動車税用、３万３０００枚、５月上旬

※一斉送付時期以外にも、随時使用する場合がありま

す。

※最低申込金額は①４万７０００円、②３万８０００円、③３

万３０００円です。広告掲載の基準を満たしており、①②

③の順で申込金額が最も高い広告主に決定します。こ

の順で先に決定した者は、他の封筒の広告主にはなれ

ません。ただし、他に申込者がない場合、この限りで

はありません。

《国民健康保険料決定通知書》

①仮決定用、１万８０００枚、４月中旬

②本決定用、１万８０００枚、７月中旬

③保険証用、１万８０００枚、１０月中旬

※最低申込金額は①＋②＝３万６０００円、③１万８０００円

です。広告掲載の基準を満たしており、申込金額が最

も高い広告主に決定します。

申し込み　納税通知書は課税課（内線１１０）、国民健康

保険料決定通知書は保険年金課（内線１５５）でそれぞれ

配布する封筒広告募集要項をご覧のうえ、封筒広告掲

載申込書に必要事項を記入し、納税通知書は１月５日

～２月２日、国民健康保険料決定通知書は１月５

日～３０日、土・日曜日、祝日を除く午前９時～午

後５時３０分までにそれぞれの課へ（いずれも郵送可、

必着）

※同要項・申込書は、市ウェブサイトの各課のページ

「課税課」または「保険年金課」からそれぞれダウン

ロードできます。

※広告掲載ができない業種・内容もありますので、詳

しくはそれぞれの要項をご参照ください。

納税通知書および国民健康保険
料決定通知書の送付用封筒に掲
載する広告を募集します

第43回ＴＢＳＣＡ

　
昨
年
　
月
　
日
開
催
の
同
弁

１１

１６

論
大
会
に
、
小
学
生
か
ら
大
人

ま
で
　
人
が
出
場
さ
れ
、
日
頃

９０

の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

英語弁論
　大会結果

　
入
賞
者
は
、
次
の
皆
さ
ん
で

す
。（
敬
称
略
、
順
不
同
）

《
中
学
生
の
部
》

最
優
秀
賞
　
杉
山
　
瞳
子
（
明

治
池
中
学
１
年
生
）、
髙
橋
　

 
誠
（
明
治
池
中
学
２
年
生
）、

中
谷
　
有
希
（
第
二
中
学
３
年

生
）

富
田
林
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞

東
野
　
沙
月
（

城
中
学
１
年

生
）

富
田
林
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞

橋
本
　
瑠
那
（
藤
陽
中
学
２
年

生
）

富
田
林
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

賞
　
宮
村
　
真
菜
（
初
芝
富
田

林
中
学
３
年
生
）

優
秀
賞
　
中
筋
　
絵
理
菜
（
第

三
中
学
１
年
生
）、
内
田
　
望

友
（
喜
志
中
学
２
年
生
）、
小
倉

　
は
つ
き
（
第
二
中
学
２
年

生
）、
林
　
泉
里
（
藤
陽
中
学
２

年
生
）、
田
中
　
咲
幸
（
喜
志
中

学
２
年
生
）、
冨
士
川
　
ひ
な

た
（
藤
陽
中
学
３
年
生
）、
門
脇

　
裕
貴
（
金
剛
中
学
３
年
生
）

《
高
校
生
の
部
》

最
優
秀
賞
　
川
口
　
真
奈
（
富

田
林
高
校
２
年
生
）

優
秀
賞
　
松
野
　
千
広
（
長
野

高
校
２
年
生
）

問
い
合
わ
せ
　
市
民
協
働
課

（
内
線
４
７
３
）

　
本
市
で
は
、
住
民
票
の
写
し

や
戸
籍
謄
本
な
ど
を
本
人
の
代

理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た
と

き
、
事
前
に
登
録
し
た
人
に
対

し
て
、
交
付
し
た
事
実
を
通
知

す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
住
民
票
の

写
し
な
ど
の
不
正
請
求
の
早
期

発
見
や
抑
制
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

※
代
理
人
や
第
三
者
が
住
民
票

の
写
し
な
ど
を
取
得
で
き
な
い

よ
う
に
す
る
制
度
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

登
録
で
き
る
人
　
本
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

人
、
ま
た
は
戸
籍
に
記
載
さ
れ

て
い
る
人

登
録
有
効
期
間
　
登
録
か
ら
５

年
間
（
継
続
の
場
合
も
再
度
登

録
が
必
要
で
す
）

登
録
方
法
　
本
人
確
認
が
で
き

る
運
転
免
許
証
、
ま
た
は
健
康

保
険
証
な
ど
を
持
参
し
、
市
民

窓
口
課
（
内
線
１
３
１
）
へ

※
な
お
、
交
付
し
た
事
実
の
証

明
が
必
要
な
人
に
は
、
申
請
に

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
交
付
に
係
る

本
人
通
知
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す

よ
り
証
明
書
を
発
行
（
手
数
料

３
０
０
円
）
し
ま
す
。
証
明
書

の
記
載
内
容
は
、
住
民
票
の
写

し
な
ど
の
種
別
、
交
付
日
、
交

付
枚
数
で
す
。
代
理
人
に
交
付

し
た
場
合
は
、
代
理
人
の
住

所
、
氏
名
も
記
載
し
ま
す
。



１１

農業者・事業者マッチング相談
会～南河内の地域食材を事業に
活かしてみませんか～

とき　１月２７日、午後１時３０分～４時

（受け付けは午後１時～３時まで）

ところ　レインボーホール（市民会館）

内容　南河内地域の農業者とのマッチン

グ相談会（意見交換、商談）、南河内の農

産物やその農産物を使った加工品の展示

と試食

対象者　南河内の地域食材に興味のある

加工業者や流通業者などの食品関連事業

者

定員　１００人（申し込み先着順）　

参加費　無料

申し込み　１月６日～１６日までに、

電話で富田林商工会〔(２５)１１０１〕へ

パートタイム労働法が改正され
ます！

　４月１日より、パートタイム労働者

の公正な待遇を確保し、納得して働くこ

とができるようにするため、パートタイ

ム労働法が改正されます。

主な改正のポイント

●正社員と差別的取り扱いが禁止される

パートタイム労働者の対象範囲の拡大

●「短時間労働者の待遇の原則」の新設

●パートタイム労働者を雇い入れたとき

の事業主による説明義務の新設

●パートタイム労働者からの相談に対応

するための事業主による体制整備の義務

の新設

※詳しくは「パート労働ポータルサイト」

〔http://part-tanjikan.mhlw.go.jp/〕をご覧

ください。　

問い合わせ　大阪労働局雇用均等室〔０６

(６９４１)８９４０・０６(６９４６)６４６５〕

おでかけ就労支援無料相談

　若年者、障がい者、母子・父子家庭の

人、中高年齢者などの中

で、働く意欲がありなが

ら就労できない人を対象

に、就労支援コーディ

ネーターによる就労相談を実施します。

とき　１月２１日、午前９時３０分～午後

５時（正午～午後１時は除く）　

ところ　市役所４階Ａ会議室（当日、直

接会場へ）

問い合わせ　市就労支援センター〔（２４）

３７００・（２５）５９５２〕

　
同
ロ
ー
ン
は
、
高
校
・
大
学

な
ど
へ
の
入
学
時
や
在
学
中
に

必
要
な
費
用
を
対
象
と
し
た
公

的
な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額
　
学
生
・
生
徒
一
人
当

た
り
３
５
０
万
円
以
内

返
済
期
間
　
　
年
以
内

１５

金
利
　
年
２
・
　

㌫
（
固
定
金

２５

利
、　

年
　
月
　
日
現
在
）

２６

１１

１３

※
返
済
方
法
や
申
し
込
み
方
法

な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
教
育
ロ
ー
ン

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔

０
５
７

０
　
８
６
５
６
〕

（００） 国
の
　
教
育
ロ
ー
ン

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公

日
本
政
策
金
融
公
庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫

　
本
市
で
は
、
一
部
の
公
の
施

設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
民
間

事
業
者
な
ど
の
能
力
を
活
用

し
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
指
定
管
理
者
制
度
」
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
　

年
度
に
同
制

２７

度
を
導
入
す
る
新
施
設
の
指
定

管
理
者
を
公
募
し
ま
す
。

対
象
施
設
《
担
当
課
》
お
よ
び

指
定
期
間
　
市
民
プ
ー
ル
《
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
》（
内
線
５
８

５
）
＝
　
～
　
年
度
ま
で

２７

２９

申
し
込
み
　
１
月
５
日

～
２

月
３
日

、
午
前
９
時
～
午
後

５
時
　
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝

３０

日
は
除
く
）
に
担
当
課
で
配
布

す
る
募
集
要
項
に
従
い
、
１
月

　
日

～
２
月
３
日

、
午
前

２７９
時
～
午
後
５
時
　
分
（
土
・

３０

日
曜
日
は
除
く
）
ま
で
に
担
当

課
へ
　
※
募
集
要
項
は
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
」
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●
現
地
見
学
会
を
開
催
し
ま
す

　
市
民
プ
ー
ル
の
現
地
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
日
程
、
申
し
込
み
方
法
に
つ

い
て
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
担
当
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

指定管理者を　　
　　公募します

　
同
専
門
校
は
、
通
信
・
環
境
・

整
備
分
野
の
技
能
者
の
人
材
育

成
を
め
ざ
し
て
、
職
業
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
同
専
門
校

で
は
、　

年
４
月
入
校
生
を
募

２７

集
し
て
い
ま
す
。

募
集
科
目
　
自
動
車
整
備
科
、

電
気
主
任
技
術
科
、
情
報
通
信

科
、
環
境
分
析
科
、
Ｗ
ｅ
ｂ
シ

ス
テ
ム
開
発
科
、
車
体
整
備
科

定
員
　
各
科
　
人
３０

授
業
料
　
年
間
　
万
８
８
０
０

１１

円
（
別
途
教
科
書
代
実
費
）　

※
そ
の
他
、
入
校
料
な
ど
が
必

要
。

願
書
受
け
付
け
　
１
月
５
日


～
　
日

ま
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

２９
河
内
長
野
（
河
内
長
野
市
昭
栄

町
７
の
２
）〔

　
３
０
８
１
〕

(５３)

で
受
け
付
け

試
験
日
　
２
月
　
日


２０

合
格
発
表
　
２
月
　
日


２５

入
校
日
　
４
月
９
日


※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
専
門
校
（
和

泉
市
テ
ク
ノ
ス
テ
ー
ジ
二
丁
目

３
の
５
）〔

０
７
２
５
　
３
０

（５３）

０
５
〕

※
１
月
　
日

＝
施
設
見
学
会

１４

と
体
験
実
習
、　

日

、
２
月

２６

　
日

、
３
月
３
日

＝
施
設

１０見
学
会
を
同
専
門
校
で
実
施
し

ま
す
（
い
ず
れ
も
午
後
１
時
　１５

分
～
受
け
付
け
、
当
日
直
接
会

場
へ
）。

府立南大阪高等

職業技術専門校

４月入校生募集

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民プププププププププププププププププププププププププププププーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル市民プールのののののののののののののののののののののののののののののの



１２

障がい者差別の解消に向けて

●「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律

（障害者差別解消法）」が28年４月１日から施行されます

　これまでも「障害者基本法」で、障がい者に対する

差別は禁止されていましたが、具体的な内容が規定さ

れていませんでした。

　この法律では、国の行政機関や地方公共団体、民間

事業者などを対象に、障がいを理由とした「不当な差

別的取り扱い」を禁止するとともに、障がい者にとっ

ての社会的障壁（日常生活や社会生活を送る上で障壁

となるようなもの）を、負担になり過ぎない範囲で取

り除くために必要な「合理的配慮」をすることを求め

ています。

　現在、法律の施行に向け、国では差別解消に関する

施策を総合的かつ一体的に実施するための基本方針の

策定、また、府では何が差別に当たるのかを分かりや

すく示すガイドライン作りが進められています。

　この法律によって、障がいを理由とする差別の解消

を推進する取り組みが進み、全ての国民が障がいの有

無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個

性を尊重し合いながら共生する社会の実現をめざすこ

とになります。

※詳しくは府ホームページ〔http://www.pref.osaka.lg.

jp/keikakusuishin/syougai-plan/sabekai-kaisai.html〕をご

覧ください。

●貸し出し用車椅子をご利用ください

　市役所正面玄関横には、

来庁者にご利用いただける

ように車椅子を用意してい

ます。

　また、１０日間程度であれ

ば貸し出しもしていますの

で、詳しくはお問い合わせ

ください。

　なお、２６年１１月に富田林

西口商店会より介助用車椅子３台を寄贈いただきまし

た。

問い合わせ　障がい福祉課（内線１９２）

災害による被害を最小限に　　　　　　  
～金剛東地区に自主防災組織が誕生～

　新たに、向陽台五丁目に自主防災組織が結成され、

消火器やヘルメッ

ト、発電機などの防

災資機材が配備され

ました。

　今後、日頃の防災

活動や地域で発生し

た災害へのいち早い

対応など、地域防災の柱として住民の安全を確保する

ための活発な活動が期待されます。

問い合わせ　市消防本部警備救急課〔(２５)１１２５〕

　
障
が
い
の
あ
る
人
の
進
路
先

に
な
る
事
業
所
な
ど
が
一
堂
に

会
し
、
各
事
業
所
に
よ
る
個
別

面
談
や
作
業
体
験
な
ど
が
で
き

た
り
、
専
門
機
関
に
よ
る
行
政

相
談
、
生
活
相
談
、
就
労
相
談

な
ど
が
で
き
た
り
す
る
同

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
進
路
選
択
の
機

会
と
し
て
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

と
き
　
１
月
　
日

、
午
後
１

２１

時
～
４
時
（
午
後
０
時
　
分
～

３０

受
け
付
け
）

と
こ
ろ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル
４
階

銀
河
の
間

対
象
者
　
障
が
い
の
あ
る
人
や

そ
の
家
族
、
障
が
い
者
支
援
機

関
の
人
、
教
育
機
関
の
人
な
ど

参
加
費
　
無
料

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
南
河
内
南
障
害

者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

〔

　
６
０
９
３
・

　
６
０

（５３）

（５３）

９
５
〕

障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障がががががががががががががががががががががががががががががががががががががいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい障がい者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
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向陽台五丁目自治会自主防災向陽台五丁目自治会自主防災会会

富田林西口商店会よ富田林西口商店会よりり
寄贈された車椅寄贈された車椅子子

　
府
で
は
、
宅
地
建
物
取
引
の

場
に
お
け
る
同
和
地
区
へ
の
差

別
や
、
入
居
差
別
な
ど
を
な
く

人権を考える市民の

集いシリーズ２

「人種差別撤廃　　

　　条約と私たち」

し
て
い
く
た
め
、
業
界
団
体
と

連
携
し
、
同
指
導
員
の
養
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
研
修
会

を
開
催
す
る
な
ど
、
同
制
度
の

運
営
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
同
指
導
員

が
い
る
宅
地

建
物
取
引
業

者
は
、
従
業

員
に
対
し
て

人
権
に
関
す

る
教
育
や
啓
発
を
し
、
人
権
意

識
の
高
揚
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
営
業
所
に
ス
テ
ッ

カ
ー
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
府
建
築
振
興
課

〔

０
６
（
６
９
４
１
）
０
３

５
１
（
内
線
３
０
８
３
）〕

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
日
本
が
批
准
し
て
い
る
人
種

差
別
撤
廃
条
約
（
あ
ら
ゆ
る
形

態
の
人
種
差
別
の
撤
廃
に
関
す

る
国
際
条
約
）
を
基
に
人
種
差

別
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

と
き
　
１
月
　
日

、
午
後
６

２３

時
　
分
～
８
時
　
分

３０

３０

と
こ
ろ
　
市
消
防
本
部
４
階
視

聴
覚
室

定
員
　
　
人
（
当
日
、
直
接
会

５０

場
へ
）

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　

市
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
〔

・


　
０
２
８
５
〕
へ

（２０）
宅
地
建
物
取
引
業

人
権
推
進
指
導
員
制
度



１３

だ
け
、
あ
る
い
は
自
分
と
は
全

く
関
係
の
な
い
こ
と
だ
と
思
う

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
皆
さ
ん
の
身
近
な

と
こ
ろ
で
「
男
女
共
同
参
画
」

は
関
係
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
か

　
例
え
ば
、
男
性
で
あ
れ
ば
、

「
男
な
ら
4
年
制
大
学
に
進
学

し
、
大
企
業
に
就
職
し
て
…
」

と
周
囲
が
考
え
る
レ
ー
ル
に
乗

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

考
え
か
ら
、
本
当
に
自
分
が
望

む
進
路
に
進
め
な
い
、
た
め

ら
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
悩
ん
だ

経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、「
デ
ー
ト
の
費
用
は
男

が
負
担
し
て
当
た
り
前
」
な
ど

「
男
な
ら
○
○
し
て
当
た
り

前
」
と
直
接
言
わ
れ
な
く
て
も
、

「
男
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ
」
と

い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ
っ

て
、
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
女
性
の
場
合
で
も
「
女
な
ら

家
事
を
し
て
当
た
り
前
」
な
ど

「
女
な
ら
○
○
し
て
当
た
り

前
」
と
言
わ
れ
た
り
、
自
分
自

身
で
思
い
込
ん
だ
り
し
て
つ
ら

い
思
い
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

原
因
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
？

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、「
社
会

的
・
文
化
的
・
歴
史
的
に
形
成

さ
れ
た
男
女
の
性
差
」
の
こ
と

で
す
。
社
会
や
家
庭
で
「
男
は

男
ら
し
く
」「
女
は
女
ら
し
く
」

と
要
求
さ
れ
る
結
果
、
男
女
そ

れ
ぞ
れ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
が

形
成
さ
れ
、
性
別
に
よ
る
固
定

的
な
役
割
分
業
意
識
の
根
本
に

な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

男
女
が
共
に
生
き
や
す
い
  

社
会
を
め
ざ
し
て
　

　
も
ち
ろ
ん
性
別
で
社
会
生
活

上
の
役
割
を
分
け
る
こ
と
が
全

て
問
題
で
あ
る
と
は
い
え
ま
せ

ん
が
、
合
理
性
・
必
然
性
の
な

い
役
割
分
業
に
よ
り
、
個
人
の

自
由
を
妨
げ
、
社
会
の
利
益
を

損
な
う
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に

は
見
直
す
こ
と
も
必
要
で
す
。

あああああああああああああああああああああ
ななななななななななななななななななななな
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ののののののののののののののののののののの
身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身
近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近
ににににににににににににににににににににに

あ
な
た
の
身
近
に
                 

             「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男
女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女
共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共
同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同
参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

「
男
女
共
同
参
画
」

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ムム

参
加
者
募
集

　「
男
女
共
同
参
画
」
と
聞
く

と
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

描
き
ま
す
か
。

　
何
か
堅
苦
し
い
な
と
か
、
一

部
の
女
性
が
女
性
の
地
位
向
上

の
た
め
一
方
的
に
言
っ
て
い
る

《
男
女
共
同
参
画
特
集

《
男
女
共
同
参
画
特
集
》》

　
本
市
で
は
、
啓
発
活
動
も
含

め
、
男
女
共
同
参
画
施
策
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て

い
く
た
め
、　

年
３
月
に
「
市

２３

男
女
が
共
に
生
き
や
す
い
社
会

づ
く
り
を
推
進
す
る
条
例
」
を

制
定
し
、
男
女
が
共
に
生
き
や

す
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
４
）

　

　　ミニコラム～「普通」ってなんだろう～

　「普通は男がデート費用を払う」など、私たちが何気な

く使っている「普通」とはどういうことでしょうか？

　「普通は○○だ」と、よく用いられるフレーズですが、

「普通」とは辞書では「他と変わっていないこと。珍し

くないこと。ごく当たり前であること。」と定義されてい

ます。

　しかし、人はそれぞれ生まれ育った環境も違い、その

中で培われたそれぞれの「普通」があります。自分が

「普通」と思っているからといって他の人にもそれが「普

通」であるとは限りません。

　だからこそ「普通は○○だ」と自分の価値観を押し付

けるのではなく、いろいろな考えや意見に耳を傾け、お

互いを尊重する姿勢は男女が共に生きやすい社会の実現

にとって非常に重要です。

　「普通は○○だ」と思うとき、少し立ち止まって考えて

みませんか？

と
き
　
１
月
　
日

、
①
分
科

３１

会
＝
午
前
９
時
　
分
～
　
時
　

３０

１１

３０

分
、
②
講
演
＆
落
語
＝
午
後
１

時
　
分
～
３
時
　

２０
と
こ
ろ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル

①
分
科
会
（
内
容
・
定
員
な
ど
）

■
「
人
生
百
年
社
会
　
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
～

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
子
育
て
の

実
態
に
学
ぶ
～
」（
３
階
会
議
室

２
）、
定
員
　
人
、
企
画
＝
富
田

４０

林
の
女
性
問
題
を
考
え
る
会

（
増
永
さ
ん
）〔

０
９
０
（
１

９
５
６
）
９
４
４
８
〕

■
「
シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
く
す
の
き

塾
　
主
婦
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
が
本

音
を
語
る
」（
３
階
会
議
室
３
）、

定
員
　
人
、
企
画
＝
く
す
の
き

４０

塾（
苧
坂
さ
ん
）〔

0
9
0（
８

９
８
６
）
７
１
６
２
〕

※
い
ず
れ
も
申
し
込
み
は
１
月

６
日

～
、
各
企
画
団
体
へ

（
申
し
込
み
先
着
順
）

②
講
演
＆
落
語
（
内
容
・
定
員

な
ど
）

■
「
動
物
社
会
か
ら
学
ぶ
私
た

ち
の
く
ら
し
～
自
分
ら
し
く
生

き
る
た
め
に
…
～
」（
２
階
小

ホ
ー
ル
）、
定
員
２
０
０
人
（
当

日
、
直
接
会
場
へ
）、
講
師
＝
林

家
　
卯
三
郎
さ
ん
（
落
語
家
）、

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

※
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
パ

ネ
ル
展
示
も
開
催
（
午
前
９
時
　３０

分
～
午
後
３
時
、
２
階
小
ホ
ー
ル

前
ロ
ビ
ー
、
当
日
直
接
会
場
へ
）。

※
①
②
い
ず
れ
も
託
児
あ
り

（
定
員
各
５
人
、
申
し
込
み
先

着
順
、
１
月
６
日

～
、
人
権

政
策
課
（
内
線
４
７
４
）
へ
）。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
４
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



１４

　
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は

が
き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま

で
）。
市
内
在
住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
作
品
の
漢
字
や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ

ガ
ナ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
３
月
号
の
「
俳
句
」
は
１
月
　
日

、
４
月

３１

号
の
「
川
柳
」（
宿
題
「
開
く
」）
は
２
月
　
日
２８


、
５
月
号
の
「
短
歌
」
は
３
月
　
日

ま
で

３１

に
応
募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＝
秀
句
＝

す
ぐ
そ
こ
に
 卆
  寿
 と
縁
を
結
ぶ
春

そ
つ
 
じ
ゅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
町
　
　
　
　
山
中
　
淳
子

∧
選
評
∨
春
が
来
た
春
が
来
た
ど
こ
に
来
た
、
山
に

来
た
里
に
来
た
野
に
も
来
た
。
そ
し
て
我
が
身
に
も

卆
寿
が
や
が
て
や
っ
て
来
る
。
春
が
来
る
度
に
春
と

命
を
結
ん
で
今
日
が
あ
る
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
春
よ
春
 未
 と
結
ぶ
お
正
月
。

ひ
つ
じ

ま
た
結
び
た
く
て
上
手
に
ほ
ど
く
縁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
金
台
　
　
　
　
粟
田
　
昌

結
ん
で
る
財
布
の
 紐
 を
解
く
師
走

ひ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
辺
台
　
　
　
児
玉
　
節
子

結
び
目
を
 解
 い
て
過
去
を
受
け
入
れ
る

ほ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
動
ケ
丘
町
　
景
山
　
睦
子

血
縁
の
堅
い
結
び
が
ま
れ
に
修
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
台
　
　
　
古
田
　
千
華

も
う
一
度
結
び
直
せ
と
春
の
靴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
の
里
　
　
　
　
原
　
洋
子

計
ら
ず
も
貧
乏
神
と
縁
結
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
賀
　
　
　
　
　
林
　
澄
子

し
っ
か
り
と
結
ん
で
ゆ
っ
く
り
と
 解
 く

ほ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
　
者
　
吟

※
２
月
号
は
「
短
歌
」
を
掲
載
し
ま
す
（
な
お
、
応

募
は
　
月
　
日
で
締
め
切
り
ま
し
た
）。

１２

３１

富
柳
会
　
池
　
森
子
選

　
　
　
今
月
の
宿
題
「
結
ぶ
」

富美ケ丘町　

　山本　 悠  進 ちゃん（９カ月）
ゆう しん

元気で優しい男の子になってね。

宛先

富田林町　

　小野寺　 友  生 ちゃん（５カ月）
とも き

一緒に色々経験していこうね。

大好きよ。

金剛錦織台　

　日野　 結  稀 ちゃん（２カ月）
ゆう き

これからも元気にすくすく育ってね



100歳
おめでとうございます！

　１１月２５日、１００歳の誕生日を迎えら
れた吉井　すへさんを訪問しまし
た。食事は、好き嫌いなく何でも食
べられるそうです。

　わが家のアイドル（対象年齢は４歳未満、

兄弟・姉妹と一緒に写っている写真でも可）

は、写真の裏に、名前（ふりがな）と撮影時

の年齢（月齢）を記入し、メッセージ（20字

程度）を添えて、封書で左記の宛先まで応募

してください。

　なお、今応募された場合、掲載は約２カ月後になります。

イ わ が 家
の ア ド ル



１５

赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
を
対
象

と
し
た
本
・
情
報
を
あ
な
た
に

届
け
ま
す
！

　
図
書
館
は
、
子
ど
も
と
大
人
が
一

緒
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設

で
す
。
館
内
で
は
、
楽
し
そ
う
に
本

を
選
ぶ
親
子
や
、
保
護
者
に
絵
本
を

読
ん
で
も
ら
い
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
い
る
子
ど
も
の
姿
が
見
ら
れ

ま
す
。

■
「
あ
か
ち
ゃ
ん
の
ほ
ん
だ
な
」

　
市
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
４

カ
月
児
健
診
時
に
絵
本
な
ど
を
配
布

し
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
触
れ
合
い
の
中

で
一
緒
に
絵
本
を
楽
し
む
こ
と
の
大

切
さ
を
図
書
館
職
員
が
話
を
す
る

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、

こ
れ
を
き
っ

か
け
に
図
書

館
を
利
用
す

る

よ

う

に

な
っ
た
人
へ

の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
と
し

て
、
　

年
に
は
「
あ
か
ち
ゃ
ん
の
ほ

２２

ん
だ
な
」
が
金
剛
図
書
館
に
で
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
乳
幼
児
向
け
の
絵
本
や

Ｃ
Ｄ
、
保
護
者
向
け
の
育
児
書
な
ど
、

乳
幼
児
期
の
子
育
て
に
役
立
つ
本
を

集
め
た
本
棚
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
本
だ
け
で
な
く
情
報
も

　
図
書
館
で
提
供
し
て
い
る
も
の

は
、
図
書
や
Ｃ
Ｄ
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
子
育
て
に
関
す
る
情
報
も
提

供
し
て
い
ま
す
。「
あ
か
ち
ゃ
ん
の
ほ

ん
だ
な
」
の
そ
ば
に
、「
ラ
ッ
ク
」
が

あ
る
こ
と
に
お
気
付
き
で
し
ょ
う

か
。
　
こ
れ
は
、
図
書
館
で
発
行
し
て
い

る
年
齢
別
絵
本
の
リ
ス
ト
を
は
じ

め
、
市
の
各
部
署
や
団
体
が
発
行
し

て
い
る
、
子
育
て
に
役
立
つ
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
や
冊
子
を
集
め
て
、
備
え
付

け
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、

子
育
て
支
援

を
し
て
い
る

団
体
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の

ポ
ス
タ
ー
な

ど
を
ま
と
め

て
掲
示
す
る

「
情
報
コ
ー
ナ
ー
」
を
つ
く
り
、
子

育
て
中
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
　
年
に
は
、中
央
図
書
館
に
も「
あ

２５
か
ち
ゃ
ん
の
ほ
ん
だ
な
」
と
「
情
報

コ
ー
ナ
ー
」
が
で
き
、
子
育
て
中
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
活
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
は
、
市
の
各
部
署
や
団
体

と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
子
育
て
に

役
立
つ
本
や
情
報
を
提
供
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
中
央
図
書
館〔

　
４
９
２
１
〕

（２５）

　
　
金
剛
図
書
館〔

　
１
１
７
１
〕

（２８）

住
宅
内
で
の
事
故
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

■
家
の
中
は
安
心
だ
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？

　
高
齢
者
は
住
宅
内
で
の
事
故
発
生

割
合
が
高
く
、
全
体
の
　
・
1
㌫
を

７７

占
め
て
お
り
、
居
室
や
階
段
、
台
所

で
の
発
生
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
事
故
の
き
っ
か
け
で
は
「
転
倒
」

「
転
落
」
が
多
く
、
全
体
の
半
数
以

上
を
占
め
、
寝
た
き
り
に
つ
な
が
る

危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
今
一
度
、
家

の
中
の
環
境
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

■
転
倒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

・
部
屋
の
整

理
整
頓
を
心

掛
け
、
雑
誌

や
チ
ラ
シ
、

電
気
コ
ー
ド

な
ど
を
人
が

通
る
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

・
じ
ゅ
う
た
ん
や
こ
た
つ
布
団
の
端

に
足
を
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

・
廊
下
や
階
段
、
玄
関
に
不
必
要
な

物
や
履
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

・
階
段
に
滑
り
止
め
を
取
り
付
け

る
、
マ
ッ
ト
類
を
固
定
す
る
、
床
を

濡
れ
た
ま
ま
に
し
な
い
な
ど
、
滑
り

防
止
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。
ス

リ
ッ
パ
や
滑
り
や
す
い
靴
下
も
避
け

ま
し
ょ
う

・
夜
間
の
転
倒
予
防
の
た
め
に
足
元

に
明
か
り
を
付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う

■
や
け
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
使
用
す
る
際
は
袖

口
の
広
い
服
な
ど
引
火
し
や
す
い
服

は
避
け
ま
し
ょ
う
。
万
が
一
、
衣
服

に
火
が
付
い
た
場
合
は
、
脱
ご
う
と

せ
ず
上
か
ら
水
を
掛
け
ま
し
ょ
う

・
カ
イ
ロ
や
湯
た
ん
ぽ
を
使
用
す
る

と
き
は
、
低
温
や
け
ど
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

■
入
浴
時
の
事
故
を
予
防
し
ま
し
ょ

う・
急
激
な
温
度
差
に
よ
る
体
へ
の
負

担
を
避
け

る
た
め
、

浴
室
や
脱

衣
場
を
温

め
、
温
度

差
を
小
さ

く
す
る
工

夫
を
し
ま
し
ょ
う

・
入
浴
前
に
家
族
に
入
浴
す
る
こ
と

を
伝
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

・
入
浴
前
に
水
分
摂
取
を
し
、
体
調

が
万
全
で
な
い
と
き
の
入
浴
は
避
け

ま
し
ょ
う

　
事
故
防
止
の
た
め
に
と
、
外
出
や

家
事
な
ど
の
活
動
を
控
え
て
い
る

と
、
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
力
な
ど
の
低

下
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
安
心
し
て
活
動
で
き
る
環
境
を
整

え
る
と
と
も
に
、
活
動
的
な
生
活
を

送
り
、
転
ば
な
い
体
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

　
　
　
高
齢
介
護
課（
内
線
１
９
６
）

図書館ホームページ〔http://www.city.tondabayashi.osaka.jp/public/section/library/〕
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１６

　11月15日、16日、富田林寺内町周辺で、「富

田林寺内町フェスティバル」が開催されました。

　これは、「富田林寺内町をまもり・そだてる会」

の結成20周年を記念して企画されたもので、興

正寺別院の重要文化財指定を祝う大茶会や、「寺

内町サミット～未来につなぐ寺内町～」などさ

まざまな催しが実施されました。期間中は好天

にも恵まれ、訪れた人たちは、風情ある秋の寺

内町での催しを楽しんでいました。

■■風情ある秋の寺内町風情ある秋の寺内町でで

　11月22日、すばるホールで、「とんだばやし認知症市民フォーラム」が開催されました。同フォー

ラムでは、医師による認知症の早期発見の重要性についての講演や地域での取り組みの紹介、認知

症をテーマにした創作落語の上演などがありました。また、小・中学生を対象に実施された「認知

症に関する読書感想文コンクール」で最優秀賞などに選ばれた児童・生徒への表彰もありました。

■■認知症は、日頃の心掛けで予防できま認知症は、日頃の心掛けで予防できますす

　11月19日、全日本青少年空手道選手権大会中

学１年生女子重量級の部で優勝し、全世界青少

年空手道選手権大会に日本代表として出場す

る、金剛中学１年生の三浦　優心さんが、教育

委員会顕彰受賞のために、お父さんとともに市

役所を訪れました。12月19～21日にロシアのモ

スクワで開催される同選手権大会を迎えるにあ

たり、三浦さんは「体格差に負けず優勝をめざ

したいです」と話していました。

■■日本代表として日本代表として！！



■新鮮な野菜や果物が大集合！

■児童虐待の防止と早期発見を

　11月11日、エコール・ロゼ前で、児童虐待防

止街頭キャンペーンが実施されました。

　当日は、通報・相談先を記載したチラシなど

を配布し、買い物客らに児童虐待の防止と早期

発見を呼び掛けました。

　皆さんからの通報が児童虐待の早期発見につ

ながります。「もしかして虐待？」と感じたら、た

めらわないで市役所または富田林子ども家庭セ

ンター〔(25)2263〕へご連絡ください。

　11月17～21日、市役所で、リサイクル良品展

が開催されました。これはリサイクルへの理解

を深める目的で毎年実施されており、期間中は

持ち帰りできるリサイクル品として図書や衣類

が展示されたり、ごみの出し方をスマートフォ

ンで検索できる「ゴミカレンダー」「ゴミチェッ

カー」がＰＲされたりしました。また、リサイ

クル家具が当たる抽選会には多数の申し込みが

あるなど、会場は来場者でにぎわっていました。

■混ぜればゴミ、分ければ資源

１７

　11月23日、石川河川敷川西グラウンドで、市

農業祭が開催されました。

　当日は、朝早くからたくさんの人が会場を訪

れ、地元で採れたダイコンやハクサイ、ミカン

などの新鮮な野菜や果物を買い求めていまし

た。また、本市特産の「えび芋」をはじめ、野

菜をふんだんに使って大鍋で煮込んだ「ふれあ

い大鍋」や「奇跡の復興米」を使ったおにぎり

が来場者に振る舞われました。

■日頃の活動の成果を披露

　12月６日、レインボーホール（市民会館）で、

第57回市民劇場が開催されました。

　当日は、中央公民館喜志分館サークルの皆さ

んが掛け軸や水墨画などの作品を展示したり、

コーラスや日本舞踊の発表をしたりし、日頃の

活動の成果を披露しました。

　また、お笑い芸人による爆笑名人会もあり、

会場は大いににぎわっていました。



１８

保健医療
明記のないものは費用無料。問い合わせ、申し込みは、保健センター
〔(２８)５５２０・(２９)７７６０〕へ。指定医療機関（※）は、２６年４月号
広報に折り込みの「平成２６年度保健事業案内」をご覧ください。

穴

血

結

訣
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高齢者のインフルエンザ予防

接種は１月31日まで

　満６５歳以上で希望する人、または心

臓・腎臓もしくは呼吸器の機能または

ヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）によ

る免疫機能障害を有し、身体障がい者

手帳１級または同程度の障がいがある

満６０歳以上６５歳未満で希望する人は、

１月３１日までに指定医療機関（※）

で同予防接種を受けましょう。　

接種費用　１０００円

※生活保護世帯の人は無料で受けるこ

とができますので、接種前に保健セン

ターまたは生活支援課（内線１６５）へお

問い合わせください。

※かかりつけの医療機関が河内長野

市、大阪狭山市、羽曳野市にある場合

は、接種可能か医療機関へお問い合わ

せください。

がん検診無料クーポンの使い 

忘れはありませんか

　本市では、特定の年齢に達した人に、

大腸がんおよび女性特有のがん（乳が

ん・子宮頸がん）検診無料クーポンを

送付しています。

　まだ受診していない人は、同封の案

内に記載の医療機関でお早めに受診し

てください。

有効期限（実施期間）　いずれも２月

２８日まで

※２６年４月２１日以降、本市に転入され

た人はお問い合わせください。

薬剤師による講座「高齢者と
くすり」

　高齢になると、薬を服用することが

多くなります。薬についての正しい知

識を持ち、薬と上手に付き合っていく

ためにはどうしたらよいか、分かりや

すく解説します。

とき・ところ　①２月７日＝金剛公民

館、②１４日＝東公民館、③２１日＝中

央公民館、いずれも午後２時～３時

対象者　市内在住で６５歳以上の人

定員　①３０人、②２４人、③３０人　

参加費　無料

申し込み　１月３０日までに高齢介護

課（内線１８３）へ（申し込み多数の場合

抽選）

なでしこ健診を実施します

　富田林病院では、生活保護世帯の人

を対象に同健診を実施します。

とき　２月２日、午後１時～

ところ　同病院健診センター

内容　問診、身体測定、血圧測定、血

液検査、尿検査、診察

対象者　市内在住の生活保護世帯の人

で昭和５５年４月１日～昭和５９年３月３１

日生まれの人　※男性、女性問わずに

受診できます。

定員　１５人（申し込み先着順）

費用　無料

申し込み　１月７日～３１日まで

（日曜日、１２日、１７日を除く午前

１０時～午後４時、ただし土曜日は正午

まで）に電話で同病院総務課〔(２９)

１１２１〕へ

富田林病院理学療法士・作業
療法士募集

職種　理学療法士、作業療法士（いず

れも正規職員）　※勤務形態など詳し

くはお問い合わせください。

申し込み　電話またはＥメールで富田

林病院総務課〔(２９)１１２１・Ｅメール

jinji@tonbyo.org〕へ　

※見学も随時受け付けしています。



１９

 

学童クラブの利用申し込みを
受け付け

　放課後の児童の健全な育成を図るた

め、各小学校に設置している学童クラ

ブへの２７年度利用申し込みを次のとお

り受け付けます。

対象者　市内在住の小学生で、保護者

が就労などの理由で不在の家庭の児童

申し込み　１月５日～、こども未来

室、金剛連絡所、各学童クラブで配布

する利用承認申請書に保護者の就労等

状況申立書、その他必要書類を添えて、

２月２７日までにこども未来室（内線

２９３）へ

※現在、学童クラブに在籍している人

も継続の申し込みが必要です。

※詳しくは申請書などと同時に配布す

る「学童クラブのしおり」をご覧くだ

さい。

児童福祉
 

小・中学校に入学される人に 
就学通知書を送付します

　１月下旬に、今春小学校に入学する

児童（平成２０年４月２日～２１年４月１

日生まれの人）と、中学校に入学する

生徒（平成１４年４月２日～１５年４月１

教　育
日生まれの人）の保護者に就学通知書

を送付します。

　不明なことがある場合は、入学予定

の小・中学校または教育指導室（内線

３６２）へお問い合わせください。



子育て講座

①たこあげ　とき・ところ　１月１３日

、午前１０時～１１時＝常徳保育園

②体操、リズム遊び　とき・ところ　

１月２２日、午前９時３０分～１１時＝金

剛東保育園

定員　①１０組、②１５組

申し込み　①は１月６日～、②は８

日～、各園へ（申し込み先着順、各

園の電話番号は右表に記載）

富貴の里保育園内                 
子育て支援センターの催し

●お出かけ保育

とき　１月２７日、午前１０時３０分～１１

時３０分

ところ　山手町集会所（山手町５、当

日直接現地へ） ※駐車場はありません

のでご注意ください。

対象者　就学前の子どもとその保護者

参加費　無料

問い合わせ　同センター〔(２８)７３６４〕

 

こども発達支援センターSun
利用者募集

　同センターSun（サン）では、自閉

症などの子どもたちが日常生活を豊か

に過ごせるよう、個別療育と保護者に

対する研修を実施しています。

利用日時　毎週月～金曜日、午前１０時

～、午後１時～、午後３時３０分～、い

ずれも１時間で月２回程度　※利用料

が必要です。

対象者　南河内在住で自閉症、広 汎 性
はん

発達障がい、アスペルガー症候群など

の発達障がいがある小学２年生までの

子どもとその家族

※定員は６４人で１月１４日～２月１９日

までに申し込みが必要です（申し込

み多数の場合抽選）。

※なお、２月５日に募集説明会を河

内長野市内で開催します。詳しくはお

問い合わせください。

問い合わせ　同センターSun（河内長

野市西之山町２の２１）〔(５３)５９８３・

(５３)５９８４〕

児童福祉

２０

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

児童館活動への参加児童募集

　児童館では、子どもたちの「友達づ

くり」や「豊かな人間形成」などを目

的に、小学校の放課後などを利用して

文化・スポーツ活動を実施しています。

このたび、来年度の同館活動への参加

児童を次のとおり募集します。

活動日　４月～２８年３月までの月～金

曜日の小学校放課後、および土曜日、

春・夏・冬休み期間中

活動場所　児童館

対象者　市内在住で同館活動に参加す

る行き帰りの安全が確保できる小学１

～４年生　※ただし、市立小学校の学

童クラブに入会予定の児童は除く。

定員　３０人程度　

参加費　無料（ただし、教材費など実費）

申し込み　１月５日～、児童館で配

布する申込用紙に必要事項を記入し、

１７日～３１日、午前９時～午後５時

３０分まで（日曜日は除く）に、児童館へ

「ファミリー・サポート・センター」（こども未来室　内線２０５）　依頼会員として登録された人に、援助者を紹介します。

仕事や用事で子どもの面倒を見られないときにその人に援助を依頼できます。また、援助してくださる人も募集しています。



 

医師による発達相談

とき　２月１０日、午前９時１５分～午

後０時１５分、３月１０日、午後１時１５

分～４時１５分　※１組４５分間の相談で

す。詳しい時間はお問い合わせください。

ところ　保健センター

内容　発達障がいについての個別相談

対象者　就学前までの子どもとその保

護者　定員　各４組（申し込み先着順）

申し込み　１月６日～、保健セン

ター〔(２８)５５２０〕へ

親子ふれあい事業（３学期編）

①親子で体操編

とき　１月１９日～３月９日の毎週月曜

日、午前１０時～１１時３０分（全８回）

定員　２５組５０人（託児あり）　

②親子で英語編

とき　２月７日～３月７日の毎週土曜

日、午前９時４５分～１０時３５分、午前１０

時５０分～１１時４０分（いずれも全５回）　

定員　各１０組２０人（託児あり）

ところ　児童館　

対象者　市内在住・在勤・在学で①平

成２２年４月２日～２４年４月１日生まれ

の幼児と保護者、②平成２０年４月２日

～２２年４月１日生まれの幼児と保護者

（２学期編未受講者を優先）

参加費　無料

申し込み　１月５日～１０日までに

児童館へ（電話申し込み可）　※定員を

超えた場合は１３日、午前１０時に抽選

し、結果ははがきでお知らせします。

定員に満たなかった場合は、引き続き

受け付けます。

講座･催し
チャイルドラインボランティ
ア養成講座

　市人権教育・啓発推進センターでは、

いじめや虐待、人間関係などさまざま

な悩みを持つ１８歳までの子どもを対象

に電話相談を実施する「チャイルドラ

インとんだばやし」を開設しています。

このたび、電話相談を受けるボラン

ティアを養成する同講座を開催します。

とき　２月７日～３月７日の土曜日、

午前１０時３０分～午後４時３０分（全１２回）

※１１回以上受講された人に、養成講座

受講修了証書を発行。

ところ　人権文化センター

対象者　１６～７０歳の人

定員　３０人（申し込み先着順）

受講料　５０００円（ボランティアをめざ

していない人でも１回単位の受講が

可、１回５００円）　※いずれも高校生、

大学生は半額。

申し込み　１月６日～、同推進セン

ター〔(２０)０２８５〕へ

育児教室「すくすくクラス」

とき　２月４日、午後０時５０分～３

時１５分、２５日、午前９時５０分～正午

（全２回） 

ところ　保健センター

内容　離乳食の完了と幼児食の進め

方、歯の話（ブラッシング指導）、育児

の話（事故予防）、ふれあい遊び、交流

会、おやつの試食、個別相談など

対象者　１歳～１歳４カ月未満の幼児

と保護者　

定員　２５組（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　１月６日～、保健セン

ター〔(２８)５５２０〕へ

22歳までのプレママ＆ママ　
教室

とき　１月２６日、午後１時～３時３０分

ところ　保健センター

内容　交流会、 沐  浴 実習、ふれあい遊
もく よく

び、妊娠中・出産後・育児の話など　

対象者　市内在住で２２歳までの妊娠中

の人または育児中の母親　

定員　１５人（申し込み先着順）　

参加費　無料　※保育あり。

申し込み　１月６日～、保健セン

ター〔(２８)５５２０〕へ

プレ・ママパパ教室

とき　２月２３日、３月１１日、午後

１時～３時３０分、１５日、午前９時１５

分～正午（全３回）

ところ　保健センター

内容　妊娠中の過ごし方、歯の話、子

育て支援サービスの紹介、妊婦疑似体

験、 沐  浴 実習、交流会など
もく よく

対象者　妊娠中の人とその家族

定員　２５組（申し込み先着順）　

参加費　無料

申し込み　１月６日～、保健セン

ター〔(２８)５５２０〕へ

府立富田林支援学校作品展

　同支援学校小学部から高等部までの

児童・生徒らが授業で作った工芸作品

などを展示します。

とき　１月２２日～２４日、午前９時

３０分～正午

ところ　同支援学校交流ホール（甘南

備２１６）

問い合わせ　同支援学校〔(３４)１６７５・

(３４)１６７７〕

２１
※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。

広告枠



２２

※その他の利用条件など詳しくはお問

い合わせください。

問い合わせ　市社会福祉協議会〔(２５)

８２００〕　

 

発達相談

　こども未来室では、臨床心理士によ

る児童の発達相談を実施していますの

でご利用ください。　

とき　毎週月～金曜日、午前９時～午

後５時３０分（祝日は除く）

内容　１８歳未満の児童の発達相談や保

護者に対する助言

問い合わせ　こども未来室（内線２０７）

相　談

若者自立のための無料相談窓
口を開設しています

　南河内若者サポートステーションで

は、「働く自信がない」「人付き合いが苦

手」などの悩みを持つ若者（１５～３９歳）

を対象に、相談や就労に必要な知識を

学ぶセミナー、職場体験などを実施し

ています。

　また、月に１回、市役所で相談も実

施しています（下表「若者の就労・自

立相談」参照）。

　なお、相談は随時受け付けています

ので、まずは電話でお問い合わせくだ

さい。保護者の相談もできます。

問い合わせ　同サポートステーション

（常盤町３の１７）〔(２６)９４４１〕

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

いっぷく（一福）システム    
利用会員募集

　市社会福祉協議会では、公的なサー

ビス（介護保険など）で対応できない

生活援助など、ちょっとした困り事を

ワンコイン（３０分５００円）で気軽に頼め

る仕組みとして新たに住民参加による

同システム事業を開始し、現在サービ

スの利用会員を募集しています。

援助内容　部屋の清掃、家具の移動、

粗大ごみ出し、電球交換など　※身体

介護を伴う支援、自動車での移動支援、

金銭の入出金などは対象外です。

対象者　おおむね６５歳以上の人、心身

に障がいのある人、１２歳未満の子ども

がいるひとり親家庭、産前産後の家庭

こころの電話相談　〔(２５)８２６４〕 毎週水曜日　午前１０時～午後３時３０分（ただし、祝日、年末年始は休み）
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市立幼稚園臨時講師、支援学
級介助員・介添人、特別介助
員の登録を受け付け

①幼稚園臨時講師の登録　

対象者　幼稚園教諭免許を有する人、

または２７年３月３１日までに取得見込

みの人　

②支援学級介助員・介添人の登録　

対象者　幼稚園、小・中学校で、障が

いのある幼児・児童・生徒の介助に関

わる熱意のある１８歳以上の人（介添人

は小・中学校での登下校時の介添え）

③特別介助員の登録　

対象者　小学校で、障がいがあり医療

的行為を必要とする児童の看護（看護

師業務）および介助（ヘルパー業務）

に関わる熱意のある１８歳以上で看護師

資格を有する人

採用　いずれも４月から採用する人を

選考（筆記と面接を①は１月２４日、

②は１月３１日に実施、③は書類選考

と面接を随時実施）により決定します。

登録有効期間　４月１日～２８年３月

３１日までの１年間

受け付け　１月５日～、教育指導室

で配布する登録申込書に必要事項を記

入し、①②は５日～１６日、③は月

～金曜日、午前９時～午後５時まで（い

ずれも土・日曜日、祝日は除く）に、

同室（内線３６３、３６５）へ　※同申込書

は市ウェブサイトの各課のページ「教

育委員会教育指導室」からダウンロー

ドもできます。

 

認知症介護家族の交流会

とき　１月２８日、午後１時３０分～３時

ところ　金剛公民館

内容　薬剤師による講話「認知症の人

の服薬管理」、参加者同士で情報交換

対象者　市内在住の認知症の人を介護

されている人

定員　２０人　参加費　無料

申し込み　１月２２日までに高齢介護

課（内線１９６）へ（申し込み多数の場合

抽選）　※認知症の人も参加される場

合は事前にご相談ください。

講座･催し

 

市非常勤職員を募集

業務内容　①学童クラブ指導業務、②

保育業務、③時間外保育業務、④保育

園調理業務　※雇用契約は、２７年４月

１日から１年間で、勤務成績などに

より翌年度の契約更新が可能（上限あ

り）です。勤務日など詳しくは実施要

領をご覧ください。

受験資格　

①次のいずれかに該当する人

●保育士、社会福祉士、幼稚園教諭、小・

中学校教諭、高等学校教諭、中等教育

学校教諭のいずれかの資格を有する

人、または２７年３月３１日までに資格

取得見込みの人

●高等学校卒業者などであり、かつ２

年以上放課後健全育成事業などの児童

福祉事業に従事したことがある人

●大学などにおいて社会福祉学、心理

学、教育学、社会学、芸術学もしくは

体育学などのいずれかの課程を修めて

卒業した人、または２７年３月３１日ま

でに修了・卒業見込みの人

②③保育士資格を有する人、または２７

年３月３１日までに資格取得見込みの人

④調理師免許を有する人、または２７年

３月３１日までに免許取得見込みの人

採用人数　①８人程度、②６人程度、

③１５人程度、④１人

試験日・内容　２月１１日（予備日１５

日）、書類審査、面接試験　※面接時

間・場所については、申し込み時にお

知らせします。

合格発表　２月末までに本人へ通知

申し込み　①は１月９日～、②③④

は１９日～、いずれも２月１０日まで

（土・日曜日、祝日を除く午前９時～

午後５時３０分）に、所定の申込書に写

真を貼って必要事項を記入し、各資格

証の写しを添えてこども未来室（①内

線２９６、②③④内線２９０）へ（郵送不可）

※申込書、実施要領は①１月９日～、

②③④１９日～、人事課（内線３２２）お

よびこども未来室で配布（市ウェブサ

イトの各課のページ「人事課」からダ

ウンロードもできます）。

募　集
認知症研修「いま、わたした
ちにできること～若年性認知
症の人の声を通して～」

とき　２月１日、午後１時３０分～３

時３０分

ところ　市消防本部　※車でお越しの

場合は、市役所駐車場をご利用くださ

い。ただし、駐車場には限りがありま

すので、できるだけ公共交通機関をご

利用ください。

内容　若年性認知症の人による講演、

意見交換会　※この研修は認知症サ

ポーター養成講座も兼ねています。

定員　８０人　参加費　無料

申し込み　１月２３日までに高齢介護

課（内線１９７）へ（申し込み多数の場合

抽選）

若さ・健康・体力アップ教室

とき　２月４日～３月２５日の毎週水曜

日（２月１１日は除く）、午前９時４５分

～１１時４５分（全７回）　

ところ　けあぱる

内容　体力チェック、若さと健康を保

つための運動や食事のポイントなど

対象者　市内在住で６５歳以上の人　

定員　３０人　参加費　無料

申し込み　１月２５日までにウエルネ

スけあぱるへ（申し込み多数の場合抽選）

  

高齢者の障がい者控除対象者
認定書の申請を

　６５歳以上の寝たきりや認知症の高齢

者は、身体障がい者手帳などを持って

いなくても、市の障がい者控除対象者

認定書の交付を受ければ、所得税や市・

府民税の障がい者控除が適用される場

合があります。所定の基準を満たす人

には、認定書を交付しますのでお問い

合わせください。なお、身体障がい者

手帳などの所持者は、改めて認定書の

交付を受ける必要はありません。

対象者　身体障がい者手帳などの交付

を受けていない人で、要介護認定を受

け、障がい者に準じる状態の人など

問い合わせ　高齢介護課（内線１７７）

福　祉

２３



新築された認定長期優良住宅
の固定資産税を減額します

　新築された住宅で、長期優良住宅の

認定を受け、次の全ての要件に該当す

る場合、一定期間の固定資産税が減額

されます。

該当要件（①～④全てに該当）　

①「長期優良住宅の普及の促進に関す

る法律」に規定する認定長期優良住宅

②２１年６月４日～２８年３月３１日まで

に新築された住宅

③住宅部分の床面積が５０平方（戸建

て以外の貸家住宅は４０平方）以上２８０

平方以下の住宅

④住宅部分と住宅以外の部分とがある

場合は、居住部分の割合が全体の床面

積の２分の１以上ある住宅

減額期間　新築後５年間（３階建て以

上の中高層耐火住宅は７年間）

※認定長期優良住宅に対する減額措置

は、新築住宅に対する減額措置に代え

て適用されます。また、都市計画税は

減額されません。

※新築の翌年１月３１日までに、認定を

受けて新築されたことを証明する書類

を添えて、課税課へ申告してください。

問い合わせ　課税課（内線１１３～１１６）

 

水道メーターの盗難にご注意を

　最近、近隣市町村において各家庭な

どに設置している水道メーターが盗難

される事件が多発しています。

　水道メーターは給水装置の一部であ

り、盗難に遭うと蛇口から水が出ない

状態となります。

　蛇口から急に水が出なくなった場合

は、家庭などの敷地内にある「量水器」

と表示のある水道メーターボックス内

の水道メーターをご確認ください（た

だし、水道工事などにより蛇口から水

が出なくなることもあります）。

　市では、連絡なく水道メーターを取

り外すことはありません。不審な行為

を見掛けた場合はご連絡ください。

問い合わせ　水道工務課（内線２５７）

上下水道

悪質な訪問販売にご注意を

　最近、まるで市から委託されたよう

な口ぶりで、水質の調査や浄水器を売

りつける訪問販売が発生しています。

　良心的に営業する業者が多い中、一

部の業者が「かたり」や「強引営業」

で問題を起こしています。

　市は直接、給水管の清掃や浄水器の

販売・調査・工事などはしていません。

必要でない場合や不審に感じた場合は

 毅  然 とした態度で断ってください。
き ぜん

　また、「だまされたかな」と思われる

人は消費者相談をご利用ください。

問い合わせ　水道総務課（内線２５１）

市消費者相談室（内線１８６）

 

成人式を迎える皆さんへ

　成人おめでとうございます。国民年

金に加入することは成人の義務の一つ

です。国民年金は、日本に住んでいる

２０歳から６０歳までの全ての人が加入

し、老後の所得保障だけでなく、不慮

の事態によって生活が不安定になるこ

とのないように支え合う制度です。　

　基礎年金の半分は国庫負担で賄われ

ているため、現在２０歳の人も納付した

保険料以上の年金を受け取れます。さ

らに、賃金や物価の変動に合わせて年

金受給額が改定されるため安心です。

　また、経済的な理由などで納めるこ

とが困難なときは、申請により保険料

の免除や納付を猶予することができる

制度などもありますので、詳しくはお

問い合わせください。

問い合わせ　保険年金課（内線１５３）、

天王寺年金事務所〔０６(６７７２)７５３１〕

国民年金

国民年金保険料の「２年前納
（口座振替）」をご利用くだ
さい

　国民年金保険料の２７年４月末の口座

振替分で、割引額の大きい「２年前納」

がご利用いただけます。申込期限は２

月末までです。詳しくはお問い合わせ

ください。

問い合わせ　天王寺年金事務所〔０６

(６７７２)７５３１〕

源泉徴収票が送付されます

　老齢年金は所得税法上の雑所得とし

て課税の対象になっています。そのた

め、老齢年金の受給者には１年間の年

金の支払い総額などを記載した「源泉

徴収票」が１月末に日本年金機構から

送付されますので、確定申告などの際

に添付してください。また紛失などし

た場合は再交付申請をしてください。

なお、障がい年金や遺族年金などは課

税対象外のため同票は送付されません。

問い合わせ　天王寺年金事務所〔０６

(６７７２)７５３１〕

国民年金基金に加入しませんか

　国民年金基金とは国民年金に年金を

上積みする公的な制度です。２０歳以上

６０歳未満の国民年金の第１号被保険者

（自営業の人など）や６０歳以上６５歳未

満で国民年金に任意加入している人

で、国民年金保険料を納めている人が

加入できます。掛け金は住民税と所得

税の社会保険料控除の対象になりま

す。また、受け取る年金にも公的年金

等控除が適用されるなど税制面で優遇

措置があります。

問い合わせ　府国民年金基金〔０１２０

(６５)４１９２〕

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

２４



 

高額な診療を受ける皆さんへ

　１カ月の医療機関での支払い額が自

己負担限度額を超えた場合、その超え

た額が高額療養費として支給されます

が、事前に「限度額適用認定証」など

の申請をし、医療機関の窓口で提示す

ると限度額を超える分を支払う必要が

なくなります。

対象者　市国民健康保険に加入してい

る７０歳未満の人および７０歳以上７５歳未

満で住民税非課税世帯の人　※７０歳以

上７５歳未満の住民税非課税世帯以外の

人は「国民健康保険証」と「高齢受給

者証」を窓口で提示してください。「限

度額適用認定証」などの申請は必要あ

りません。

問い合わせ　保険年金課（内線１５０、１８８）

高額医療・高額介護合算療養
費制度の申請を

　１世帯で１年間に支払った医療保険

と介護保険の自己負担金の合計額が、

同制度の自己負担限度額（下表）を超

えるときは、それぞれからその超過額

が支給（払い戻し）されます。

　該当する人には、１月末ごろに申請

手続きが記載されている勧奨通知を送

付する予定です。通知が届いたら、そ

れに従って申請してください。

負担軽減の例

夫婦２人世帯でどちらも７０歳以上、住

民税非課税（低所得Ⅱ）の場合

　１世帯で１年間に医療保険で２５万

円、介護保険で２５万円を支払い、年間

の負担が５０万円の場合、世帯員全員が

住民税非課税の場合の基準額３１万円を

超えた金額の１９万円が払い戻され、実

際の年間負担額が３１万円になります。

国民健康保険
注意事項

・市国民健康保険に加入の７０歳未満の

人については、一つの医療機関（外来

は診療科ごとの場合あり）での自己負

担額が月額２万１０００円未満の場合は対

象になりません

・医療保険と介護保険の自己負担額が

いずれか０円の場合は対象になりません

・支給額（超過額）が５００円以下の場合

は対象になりません

・２５年８月～２６年７月末までの間に、

「市町村を越える転居をした人」「他の

医療保険制度から国民健康保険や後期

高齢者医療制度に移行した人」には、

勧奨通知ができない場合があります

問い合わせ　市国民健康保険加入者は

保険年金課（内線１５０、１８８）、後期高齢

者医療制度加入者は福祉医療課（内線

１５８、１５９）または府後期高齢者医療広

域連合給付課〔０６(４７９０)２０３１〕、介護

保険分は高齢介護課（内線１７９）

 

固定資産税（償却資産）の　 
申告を

　固定資産税は土地や家屋に課税され

ますが、それ以外で事業や営業のため

に所有している償却資産（構築物、機

械や装置、車両や運搬具、工具、器具、

備品など）も課税の対象になります。

１月１日現在、市内に償却資産を所有

している法人や個人事業主は２月２日

までに申告してください（休・廃業

されている場合も申告が必要です）。　

　なお、所有者には１２月中に申告書類

を郵送していますが、届かないときや

事業の開始により初めて申告される場

合はご連絡ください。

問い合わせ　課税課（内線１１４、１１５）

税

給与支払報告書などは           
２月２日までに提出を

　事業主は、「給与支払報告書」を、給

与の支払いを受けている従業員が１月

１日に居住する市町村の住民税担当課

へ２月２日までに提出してくださ

い。なお、同報告書の提出枚数を記入

する総括表の「特別徴収」および「普

通徴収」の区分に注意してください。

問い合わせ　課税課（内線１１１、１１２）

税務署からのお知らせ

○富田林税務署の確定申告会場は「す

ばるホール」です

とき　２月４日～３月１６日、午前

９時～午後５時（土・日曜日、祝日は

除く。ただし、２月２２日、３月１日

は開設します）　※例年、確定申告期

限間際は大変混雑しますので、申告は

早めに済ませてください。

ところ　すばるホール　

○消費税法の改正について 

　消費税（地方消費税を含む）の税率

は、２６年４月１日から８㌫に引き上げ

られました。消費税の課税事業者が２６

年４月１日を含む課税期間分（個人事

業者の場合は平成２６年分）の消費税お

よび地方消費税の確定申告書を作成す

る際、課税売上げ・課税仕入れについ

て旧税率が適用されたものと新税率が

適用されたものに区分する必要があり

ます。なお、税率引き上げに伴う経過

措置により、２６年４月１日以降の取引

でも旧税率が適用される場合がありま

す。詳しくは国税庁ホームページ〔htt

p://www.nta.go.jp/〕をご覧ください。

問い合わせ　富田林税務署（若松町西

二丁目１６９７の１）〔(２４)３２８１〕

２５
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《女子ダブルス》優勝　有藤・森川組

／準優勝　桝中・徳永組

●体協会長杯合気道大会結果

《少年の部》優勝　池田・小林組／準

優勝　鬼頭・花田組／第３位　西田・

東組

《一般の部》優勝　寺田・谷口組／準

優勝　木下・浅井組／第３位　土本・

寺田組

●体協会長杯バドミントン大会結果　

《男子１部》優勝　祐仙・森田組／準

優勝　南・山中組／第３

位　東村・植野組

《女子１部》優勝　松尾・

岡本組／準優勝　金光・

三木組／第３位　苅田・三根組、井田

（登）・井田（敏）組

《男子２部》優勝　石田・坂東組／準

優勝　杉浦・杉山組／第３位　山道・

小西組、大坪・南組

《女子２部》優勝　吉田・山口組／準

優勝　中村・尾羽根組／第３位　竹内・

杉生組、山科・林組

●スポーツチャンバラのつどい結果

◇サバイバルの部

《幼年》優勝　久保　愛莉／準優勝　

櫻井　柚葵乃／第３位　大塚　創護、

岡村　萌花

《低学年》優勝　櫻井　碧翔／準優勝

山下　大翔／第３位　岡村　悠希、須

藤　舞人

《高学年》優勝　佐野　航輔／準優勝

井上　大空／第３位　櫻井　大輝、平

岡　颯真

２６

 

●コッコくらぶ（体操）

Ａ①平成２３年４月２日～２４年４月１日

生まれの幼児と保護者、②平成２２年４

月２日～２３年４月１日生まれの幼児と

保護者、③平成２１年４月２日～２２年４

月１日生まれの幼児と保護者　Ｂ①②

各１０組、③若干名　Ｃ毎週木曜日、①

午後３時１０分～３時５０分、②午後３時

５０分～４時３５分、③午後４時３５分～５

時２０分　Ｄ市民総合体育館　Ｅ年会費

１０００円、月額１８００円　Ｆ・Ｇ佐藤さん

〔０９０(５６７０)３６４２〕　

●ラビットクラブ（幼児体操）

Ａ平成２１年４月２日～２４年４月１日生

まれの幼児　Ｂ・Ｃ毎週火曜日、午後

３時～４時＝１５人、午後４時～５時＝

５人　Ｄレインボーホール（市民会館）

Ｅ月額１８００円　Ｆ・Ｇ平井さん〔０９０

(８１４１)６７９９〕

●囲碁クラブ

Ａ市内在住で６０歳以上の人　Ｂ若干名

Ｃ毎日（休館日は除く）、午後１時～５

時　Ｄ総合福祉会館　Ｅ入会金５００円、

年額３５００円　Ｆ・Ｇ勝田　浩さん〔(２５)

８１２１〕

●民踊扇の会

Ａ市内在住・在勤の６０歳以上の人　Ｂ

若干名　Ｃ第１・３火曜日、午後１時

～３時　Ｄ総合福祉会館 　Ｅ月額

１０００円　Ｆ・Ｇ峯松さん〔(２９)８７５５〕

（午後５時以降）

がんばった人に花まる！

●体協会長杯卓球連盟秋季大会結果

《一般シングルスⅠ部》優勝　堀内　

誠／準優勝　銭谷　信一／第３位　十

川　裕一

《一般シングルスⅡ部》優勝　長辻　

耕一／準優勝　石井　久恵

《女子シングルス》優勝　桝中　ふじ

江／準優勝　有藤　恵美子

《一般ダブルス》優勝　十川・芝本組

／準優勝　堀内・永井組

クラブ員募集

◇小太刀の部

《幼年》優勝　久保　愛莉／準優勝　

大塚　創護／第３位　櫻井　柚葵乃、

岡村　萌花

《低学年》優勝　櫻井　碧翔／準優勝

岡村　悠希／第３位　山下　大翔、須

藤　舞人

《高学年》優勝　櫻井　大輝／準優勝

藤丸　孝太郎／第３位　井上　大空、

林　直輝

《中・高・一般》優勝　田岡　顕／準

優勝　岡村　周治／第３位　櫻井　

剛、浜野　和子　

◇長剣の部

《幼年》優勝　久保　愛莉／準優勝　

櫻井　柚葵乃／第３位　大塚　創護、

岡村　萌花

◇二刀の部

《低学年》優勝　櫻井　碧翔／準優勝

岡村　悠希／第３位　山下　大翔、藤

倉　大翔

◇盾長剣の部

《高学年》優勝　平岡　颯真／準優勝

佐野　航輔／第３位　井上　大空、藤

丸　孝太郎

◇両手長剣の部

《中・高・一般》優勝　田岡　顕／準

優勝　平岡　綾子／第３位　岡村　周

治、大塚　拓

●軟式野球連盟秋季大会結果

《A級》優勝　市職員野球部／準優勝

ブルドックス

《B級》優勝　キングタイガース／準

優勝　ナッツ

《新刊案内》

■小説・エッセイなど

密室館殺人事件　　　　　市川　哲也

スノーホワイト　　　　　森川　智喜

かぎ針で編む縁起もののあみぐるみ

　　　　　　　　　　　寺西　恵理子

おはなし会

①中央図書館　１月１１日、２５日

②金剛図書館　１月１７日

③東分室　１月１１日

④喜志分室　１月２５日

※①は午前１０時３０分～１１時、②～④は

午後３時～３時３０分に開催。

じゅうたん　　　　　　　　
コーナーでのよみきかせ

中央図書館　１月１８日、２月１日、

午前１０時３０分～１１時

金剛図書館　１月１０日、２４日、３１

日、午後３時～３時３０分

あかちゃんのおはなし会

金剛図書館　１月８日＝６カ月～１

歳未満の乳児と保護者対象、１５日＝

１歳児と保護者対象、いずれも午前１０

時１０分～１０時４０分、午前１１時～１１時３０

分（先着各１５組、ハンカチ持参）　※い

ずれも当日、直接会場へ。

Ａ対象者 Ｂ募集人数 Ｃ活動日時

Ｄ活動場所 Ｅ会費 Ｆ申し込み

Ｇ問い合わせ



  

総合福祉会館パソコン講習会
～ワードでチラシを作ろう～

とき　２月５日～２６日の毎週木曜日、

午後２時～４時（全４回）

ところ　総合福祉会館　

対象者　市内在住で６０歳以上の人、母

子家庭の人、身体障がい者手帳を有し、

パソコンなどの改造を必要とせずに文

字入力ができる人

定員　１０人

参加費　無料（教材費

など実費）

申し込み　１月８日

～１５日までに総合福祉会館へ（電話

申し込み可）

※申し込み多数の場合抽選。ただし、

初めて参加される人を優先します。

個別指導のパソコン講座

とき　毎週月・木・土曜日、①午前９

時３０分～１０時４５分、②午前１１時～午後

０時１５分、希望日・時間帯を予約でき

ます（各７５分）

ところ　ＮＰＯ法人きんきうぇぶ（小

金台二丁目５の１０）

内容　パソコン入門、インターネット・

メール、ワード、エクセル、デジタル

カメラ（取り込み、編集）から選択　

定員　各８人（申し込み先着順）

受講料　４回券４８００円、６回券６６００円、

８回券８０００円（別途テキスト代実費、

無料貸し出しもあり）

申し込み　１月７日～、同きんき

うぇぶ〔(２９)００１９・Ｅメールoffice@

kinkiweb.net〕へ

 カルチャー 子どもゆめ基金助成事業講演
会「親子で楽しむ本の世界」

とき・内容　２月１５日＝「絵本を楽

しむ」、２１日＝「絵本から読み物へ」、

いずれも午前１０時～正午（全２回）

ところ　金剛公民館

対象者　高校生以上の人

定員　８０人（申し込み先着順）

※保育あり（２歳以上、定員１０人、２

月５日までに要予約）。

参加費　無料　

申し込み　１月１５日、午前１０時～、

金剛図書館へ（電話申し込み可）

問い合わせ　藤井さん（富田林子ども

文庫連絡会）〔(２８)０６３９〕

乳幼児サービスボランティア
入門講座「赤ちゃんの笑顔を
みたくって！」

　図書館や地域の活動で絵本の楽しさ

などを伝え、親子の触れ合いを支えて

いくボランティアを養成します。

とき・内容　１月３０日＝「ボランティ

アとは」、２月６日＝「赤ちゃん絵本

を知ろう」、２７日＝「絵本で楽しさを

分かち合おう」、３月６日＝「赤ちゃ

んにわらべうたを」、いずれも午前１０時

～正午（全４回）　

ところ　中央図書館

定員　３０人（申し込み先着順）　

参加費　無料　

申し込み　１月６日、午前１０時～、

中央図書館へ（電話申し込み可）

けあぱるパソコン講座

①ワードの機能を活用して文書を作り

ましょう

とき　１月１５日～２９日の毎週木曜日、

午前１０時～正午（全３回）

②エクセルを使ってみましょう

とき　２月１２日～２６日の毎週木曜日、

午前１０時～正午（全３回）

③パソコンのメンテナンスとウイルス

対策について学びましょう

とき　３月１２日～２６日の毎週木曜日、

午前１０時～正午（全３回）

ところ　けあぱる

定員　各３人（申し込み先着順）

参加費　各５０００円（別途テキスト代実

費）

持ち物　ノートパソコン（①はワード

２０１０かワード２０１３、②はエクセル２０１０

かエクセル２０１３がインストールされた

もの）

申し込み　いずれも１月８日、午前

９時～、けあぱるへ（電話申し込み不

可）　

※いずれも１月６日、午前７時～、

けあぱるホームページ〔http://carepal.

or.jp/〕からも申し込みできます（定員

各５人、申し込み先着順）。

おとなのための朗読会～聴く
読書を楽しみませんか～

とき　１月３1日、午前１０時３０分～正午

ところ　金剛図書館

対象者　市内在住・在勤・在学の人

定員　２０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　１月１５日、午前１０時～、

金剛図書館へ（電話申し込み可）

２７
※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。

広告枠
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２８

こども囲碁クラブ　　　　　
ボランティア指導員募集

とき　毎月第２～５土曜日、午後２時

～３時３０分　ところ　児童館

対象者　棋力・経験不問

申し込み　児童館へ（電話申し込み可）

みそ作り体験教室

とき　２月１７日、午後１時～４時

ところ　金剛公民館

内容　一人3㌔程度の味噌作り

対象者　市内在住・在勤・在学の人

定員　２０人　

参加費　無料（教材費１５００円実費）

持ち物　エプロン、三角巾、果実酒の

空きビン 

申し込み　１月６日～１７日（必着）

までに往復はがきに講座名、参加者の

住所、氏名（ふりがな）、性別、年齢、

電話番号を記入し、５８４-００７２高辺台

二丁目１の２　金剛公民館へ（申し込

み多数の場合抽選）　

※来館して申し込む場合は、返信用の

はがきを持参してください。

重要文化財興正寺別院写真展

　２６年９月１８日に、国の重要文化財に

指定された興正寺別院の写真の展示会

を開催します。

とき　１月１４日～２月１日、午前

１０時～午後５時

ところ　寺内町センター１階展示室

入場料　無料

問い合わせ　文化財課（内線５０８）

自分流書道

　実用書道や自分の字の特徴を生かし

た書道を学びます。

とき　１月９日、１６日、２月１３日、２０

日の金曜日、午前１０時～１１時３０分

ところ　レインボーホール（市民会館）

定員　各１５人（申し込み先着順）　

※５人以上で開催。

参加費　1回５００円

持ち物　大筆、小筆、半紙、墨汁、墨

汁入れ、下敷き、文鎮、新聞紙、雑巾

申し込み　１月６日、午前１０時～、

レインボーホールへ（電話申し込み可）

タイ語を学ぼう（入門編）

とき　１月２３日～３月２７日の毎週金曜

日、午後７時～８時３０分(全１０回)

ところ　東公民館

対象者　市内在住・在勤・在学の人

定員　１６人　

受講料　無料　持ち物　筆記用具

申し込み　１月６日～１５日（必着）

までに往復はがきに講座名、参加者の

住所、氏名（ふりがな）、性別、年齢、

電話番号を記入し、５８４-００４５山中田

町一丁目５番５０号　東公民館へ（申し

込み多数の場合抽選）

※来館して申し込む場合は、返信用の

はがきを持参してください。

家庭園芸セミナー

とき　１月２３日、午後１時３０分～３

時３０分

ところ　府環境農林水産総合研究所食

とみどり技術センター（羽曳野市尺度

４４２）　内容　野菜や花を育てるための

土づくりや肥料のあげ方のテクニック

などの紹介　

定員　８０人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

問い合わせ　同研究所食とみどり技術

センター〔０７２(９７９)７０７０〕

人権文化センター教室

①はじめてのパソコン教室 （入門編）

とき　１月２６日～３月２日の毎週月曜

日、昼の部＝午後２時～４時、夜の部

＝午後７時～９時（いずれも全６回）

内容　ワード・エクセルの基礎とイン

ターネットの基本操作について

②歌おう♪ゴスペル教室（入門編）

とき　１月２８日～３月１１日の毎週水曜

日（２月１１日を除く）、午後７時～９時

（全６回）

内容　みんなでゴスペルを楽しむ

ところ　人権文化センター

対象者　市内在住・在勤・在学の人

定員　①各１０人、②２０人

参加費　無料（ただし、①は教材費１２００

円実費）

申し込み　①は１月１５日、②は１３日

までに人権文化センターへ（申し込

み多数の場合抽選、電話申し込み可）



２９

第７回新春こども祭り

　子どもから大人まで楽しめる催しが

盛りだくさんの同祭りを開催します。

とき　１月１０日、午前１０時～午後３時

ところ　レインボーホール（市民会館）

内容　フリーマーケット、縁日、大抽

選会、ヒーローショーなど　

※大抽選会への参加には、抽選券が必

要で、１月８日までレインボーホー

ルで配布しています。なお、大抽選会

は景品が無くなり次第終了します。

入場料　無料（当日、直接会場へ）

問い合わせ　レインボーホール

たこあげ大会

とき　１月１８日、午前１１時～（受け

付けは午前１０時～）　※雨天中止。

ところ　石川河川敷川西グラウンド　

参加費　無料

表彰　ユニークなたこで参加した人や

たこがよく揚がった人などを表彰

※できるだけ手作りのたこで参加して

ください（子どもには参加賞あり）。

問い合わせ　社会教育課

プラネ de えほん

　みんなで一緒に楽しめるよう、プラ

ネタリウムのスクリーンに絵本を映し

出します。内容は、おおむね１～３歳

の幼児を対象としたものですが、特に

年齢制限はありません。

とき　１月８日、２月１２日、午前

１０時３０分～１１時　

ところ　すばるホール３階プラネタリ

ウム室

定員　１００人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

問い合わせ　すばるホール

  

サバーファームだより

　サバーランドの丘では、葉ボタンを

使って作った今年のえと「ひつじ」が、

皆さんをお迎えしています。

●イチゴ大福作り　

とき　１月１１日、１２日、１８日、

２５日、２月１日、午前１０時３０分～

正午、午後０時３０分～２時、午後２時

２０分～３時３０分　

定員　各２０人　参加費　７００円

※当日、午前９時３０分～、受け付け

（申し込み先着順）。

※入園料は別途必要です（ただし、レ

ストランのみご利用の場合は、入園料

なしでご利用いただけます）。

問い合わせ　サバーファーム

親子で楽しくあそび体験

　土曜日の午後、親子で身近な動植物

について学んだり、懐かしい昔遊び体

験をしたりしてみませんか。

とき　２月１４日～２８日の毎週土曜日、

午後１時３０分～３時30分（全３回）

ところ　金剛公民館ほか

対象者　小学生と保護者

定員　１０組　参加費　無料　

持ち物　動きやすい服装 

申し込み　１月６日～１７日（必着）

までに往復はがきに講座名、参加者の

住所、親子の氏名（ふりがな）、性別、

年齢（学年）、電話番号を記入し、５８４-

００７２高辺台二丁目１の２　金剛公民館

へ（申し込み多数の場合抽選）　

※来館して申し込む場合は、返信用の

はがきを持参してください。

  イベント すばるミュージカル　　　　
出演者募集

　新作オリジナルストーリーによる

ミュージカルに出演してみませんか。

２～４月までは基礎練習をし、４月１９

日にオーディションを実施します。

とき　２月１１日、２２日、３月７日

、１４日、２１日、４月４日、１１

日、１８日　

※オーディション合格後は、５月から

公演に向けての練習が始まります。

ところ　すばるホール

対象者　市内在住・在学で公演日（８

月２３日）時点で小学４年生～高校３

年生の人　

※舞台経験は問いません。

参加費　基礎練習は無料、オーディ

ション合格者は１万５０００円が必要（公

演入場チケット２０枚含む）

申し込み　すばるホールに備え付けの

応募用紙に必要事項を記入し、１月３１

日までにすばるホールへ
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と あ

 社  会 
しゃ かい

 教 
きょう

 育  課 
いく か

 カルチャー

※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。

広告枠



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

※各施設へ電話をされる際には、おかけ間違いのないようにご注意ください。

初歩からの社交ダンス講座

　社交ダンスを初めてする人を対象と

した同講座を開催します。

とき　１月２４日～３月７日の毎週土曜

日、午後３時～５時（全７回）

ところ　金剛公民館　

定員　２０人　参加費　無料

持ち物　ダンスシューズまたは上靴

申し込み　１月６日～１７日（必着）

までに、往復はがきに講座名、参加者

の住所、氏名（ふりがな）、性別、年

齢、電話番号を記入し、５８４-００７２高

辺台二丁目１の２　金剛公民館へ（申

し込み多数の場合抽選）　

※来館して申し込む場合は、返信用の

はがきを持参してください。

学校体育施設の開放に伴う　
利用団体の登録を受け付け

　地域スポーツの振興を目的に、市立

小・中学校の体育施設を学校教育に支

障のない範囲で開放しています。

　２７年度の利用団体新規登録を次のと

おり受け付けます。

開放日　平日（夜間の体育館のみ）、土・

日曜日、祝日

開放校　喜志西・新堂・錦郡・彼方・

高辺台・寺池台・久野喜台・伏山台・

藤沢台・向陽台・小金台・大伴・富田

林・喜志小学校、第二中学校（体育館

のみ）　

開放施設　運動場、体育館

登録資格　希望する学校の校区に在住

する人で構成する１０人以上の団体

申し込み　１月３０日、午後５時３０分

までに所定の用紙に必要事項を記入

し、スポーツ振興課〔(２０)０３９０〕（土・

日曜日、祝日は除く）、または市民総合

体育館へ　※書類審査あり。

１月・２月の　　　　　　　
東公民館ホール一般開放

利用内容と貸出遊具　卓球、バドミン

トン、フリーテニス、輪投げ、インディ

アカ、カラーボール

とき　１月４日～３月１日の毎週日曜

日、いずれも午前９時～午後５時

使用料　無料　持ち物　上靴　

問い合わせ　東公民館

小学校校庭遊び場開放事業

　子どもたちに、身近で安全な遊び場

として、小学校の校庭を開放し、交通

事故やその他の危険から守るととも

に、健全な育成を図ることを目的とし

て同事業を実施します。

とき　①１月１８日、２月１５日、午

前１０時～午後４時、②１月２５日、午

前１０時～午後４時

ところ　①富田林小学校、大伴小学校

②寺池台小学校　対象者　市内在住・

在学の子どもとその保護者

問い合わせ　スポーツ振興課〔(２０)

０３９０〕（ただし、当日は市役所へお問い

合わせください）

※団体での占用利用はできません。　

※校区外に出掛けるときは決められた

ルールを守って出掛けましょう。

生涯スポーツディレクター資
格養成講習会

　いつでも、どこでも、いつまでも、

生涯を通じてスポーツに楽しめる環境

づくりを推進する同ディレクターを養

成する講習会を開催します。

とき　１月１８日、２５日、２月８日

、２２日、午前９時～午後５時（全

４回）　※２２日は午前9時～正午。

ところ　市消防本部、藤沢台小学校など

定員　２５人（申し込み先着順）　

参加費　無料（資格登録費３０００円）

申し込み　１月６日～、午前９時～

午後５時３０分までにスポーツ振興課

〔(２０)０３９０〕（土・日曜日、祝日は除

く）へ　

※２２日にテストを実施。資格取得には

４回全て出席することが必要です。

  

少年少女による合唱演奏会

　市少年少女合唱団では、第４３回定期

演奏会として同演奏会を開催します。

とき　１月１８日、午後１時３０分～４時

ところ　すばるホール２階ホール

定員　８００人（当日、直接会場へ）

入場料　無料

問い合わせ　鷲見さん〔(２１)３６２０〕

  イベント

バンパー大会

とき　２月５日、午前９時３０分～午

後３時　

ところ　総合福祉会館

対象者　市内在住で６０歳以上の人、障

がい者、母子家庭の人

定員　２０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　１月９日～１６日までに

総合福祉会館へ（電話申し込み可）　

第18回市美術協会展　  　　   
一般公募作品募集

　市美術協会では、３月２５日～２９日

に、すばるホールで開催する同展に

展示する作品を一般公募します。

募集作品　日本画、洋画、彫刻、書、

写真で、各種目１人１点（未発表の作

品のみ）　

参加費　１人１点２０００円（審査結果に

かかわらずお返しできません）

申し込み　市役所、金剛連絡所、中央・

金剛・東公民館、すばるホール、レイ

ンボーホール（市民会館）、同協会公募

事務局に備え付けの申込書に必要事項

を記入し、参加費を指定口座に入金の

うえ、２月２５日（必着）までに、

５８４-００７２高辺台三丁目４の４４の３０３　

一色　正信さん方同協会公募事務局

〔(２９)６０５０〕へ　

※作品は、３月１５日、午前１０時～正

午までにすばるホール３階会議室２Ａ

へ搬入してください。

献血にご協力を

とき・ところ　１月１０日、午前１０時

～１１時３０分＝彼方小学校、１６日、午

前１０時～午後４時３０分＝市役所

対象者　１８～６９歳

で体重が５０㌔以上

の人（６５歳以上の

人は６０～６４歳の間

に献血経験がある

人に限ります）　

※ただし、男性は１７歳から可能。その

他の条件などはお問い合わせくださ

い。

問い合わせ　市献血推進協議会（総合

福祉会館内）〔(２５)８２６１〕

３０



⑨アクアトレーニング　１月１７日～３

月２８日の土曜日、午後２時～３時

《陸上の部》

⑩バランスボール　１月２０日～３月２４

日の火曜日、午後２時３０分～３時３０分

⑪フラダンス　１月２２日～３月２６日の

木曜日、午前９時４５分～１０時４５分

⑫ピラティス　１月２２日～３月２６日の

木曜日、午前１１時～正午

⑬ヨガ　１月２２日～３月２６日の木曜

日、午後１時～２時

⑭ライトヨガ　１月２２日～３月２６日の

木曜日、午後２時３０分～３時３０分

⑮やさしいピラティス　１月２３日～３

月２７日の金曜日、午後３時～４時

ところ　ウエルネスけあぱる

対象者　高校生以上の人

定員　各１５人（ただし、⑥⑨は各２０人、

③⑩は各１０人）

参加費　各５０００円　

※施設利用料は別途必要です。  

申し込み　１月６日、午前９時～、

ウエルネスけあぱるへ　

※いずれも申し込み先着順。

〔金剛連絡所　 (29) 1401〕

  

ベビーヨガ教室

とき　２月９日、２３日、午後１時

３０分～２時３０分（全２回）

ところ　市民総合体育館

対象者　２カ月～１歳６カ月の乳幼児

と保護者　

定員　２０組（申し込み先着順）　

参加費　１４００円　

持ち物　飲み物、タオル、バスタオル

※ヨガマットは無料で貸し出しします。

申し込み　１月６日～２月８日ま

でに参加費を添えて、市民総合体育館

へ（電話申し込み不可）

健康づくり教室（10回）

《水泳の部》

①はじめてスイミング　１月２０日～３

月２４日の火曜日、午後１時～２時

②スイムトレーニング　１月２０日～３

月２４日の火曜日、午後２時３０分～３時

３０分

③アクアビクス　１月１４日～３月２５日

の水曜日、午前１１時～正午

④４泳法チャレンジ　１月１４日～３月

２５日の水曜日、午後１時３０分～２時３０分

⑤クロールからのステップアップ　１

月１４日～３月２５日の水曜日、午後３時

～４時

⑥水中ウォーキング　１月２２日～３月

２６日の木曜日、午後２時３０分～３時３０分

⑦平泳ぎプラス　１月２３日～３月２７日

の金曜日、午後１時～２時

⑧リラックススイミング　１月２３日～

３月２７日の金曜日、午後２時３０分～３

時３０分

  スポーツ

３１

電話番号＆今月の休館日

※休館日は翌月の５日まで掲載。なお、休

館日以外でも受け付けできない日や時間帯

がありますのでご注意ください。

●市民総合体育館　　　　  (24) 2265

　１/１～４

●青少年スポーツホール　  (29) 3778

　１/１～４

●総合スポーツ公園　　　  (35) 2121

　１/１～４

●図書館

　中央 (25) 4921・金剛 (28) 1171

　１/１～３、５、１２、１３、１９、２６、２/２

●公民館　

　中央 (24) 3333・金剛 (28) 1121

　東 (25) 1772・ 喜志分館 (25) 7966

　１/１～３、５、１２、１３、１９、２６、２/２

●人権文化センター　　　  (24) 0583

　１/１～４、１１、１２、１８、２５、２/１

●児童館　　　　　　　　  (25) 0666

　１/１～４、１１、１２、１８、２５、２/１

●青少年センター(社会教育課)  (24) 1451

　１/１～３、５、１２、１９、２６、２/２

●すばるホール　　　　　  (25) 0222

　１/１～３、４（午後５時３０分～）、５、　

　１９、２０、２６、２/２

●レインボーホール(市民会館)  (25) 1117

　１/１～３、７、１４、２１、２８、２/４

●市民公益活動支援センター  (26) 7887

　１/１～４、１０～１２、１７、１８、２４、２５、　

　３１、２/１

●総合福祉会館　　　　　  (25) 8261

　１/１～３、１２　

　※毎週木曜日と１/４は浴場の利用はで

　きません。

●かがりの郷　　　　　　  (20) 6070

　１/１～３、１２

　※毎週月曜日と１/４は浴場の利用はで

　きません。

●けあぱる　　　　　　　  (28) 8600

　ウエルネスけあぱる　 　 (28) 8668

　１/１～３、５、１２、１９、２６、２/２

●農業公園サバーファーム  (35) 3500

　１/１～３、５、１３、１９、２６、２/２

●旧杉山家住宅・寺内町センター  (23) 6117

　じないまち交流館　　　  (26) 0110

　旧田中家住宅　　　　　  (25) 6771

　１/１～６、１３、１９、２６、２/２

●消防本部　　　　　　　  (25) 1122

　金剛分署　　　　　　　  (29) 0119

※年末年始の休館日は、３ページに記載。
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新春行事の出初め式は、明暦３年（１６５７年）の明暦の大　新春行事の出初め式は、明暦３年（１６５７年）の明暦の大火火

を契機として、１６５９年に老中稲葉伊予守正則が定火消４隊を契機として、１６５９年に老中稲葉伊予守正則が定火消４隊をを

率いて上野東照宮前で出初めをし、気勢を上げたことが起率いて上野東照宮前で出初めをし、気勢を上げたことが起源源

となっています。当時、焦土の中にあって苦しい復興作業となっています。当時、焦土の中にあって苦しい復興作業にに

絶望的な状態にあった江戸市民に、大きな希望と信頼を与絶望的な状態にあった江戸市民に、大きな希望と信頼を与ええ

ました。これが次第に儀式化され恒例の行事となり、今日ました。これが次第に儀式化され恒例の行事となり、今日のの

出初め式に受け継がれています出初め式に受け継がれています。。

市消防本部でも、はしご車や市内１４消防分団の消防車両　市消防本部でも、はしご車や市内１４消防分団の消防車両をを

はじめ、重機隊、大阪市消防局ヘリコプターなどが参加しはじめ、重機隊、大阪市消防局ヘリコプターなどが参加し、、

「消防出初式」を実施します「消防出初式」を実施します。。

市民の皆さんもお誘い合わせの上、ぜひご覧ください　市民の皆さんもお誘い合わせの上、ぜひご覧ください。。
問い合わ問い合わせせ

市消防本部消防総務課〔(２５)１１２３市消防本部消防総務課〔(２５)１１２３〕〕

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初消防出初式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式
とき １月１１日、午前１０時～（小雨決行とき　１月１１日、午前１０時～（小雨決行））

ところ 石川河川敷川西グラウンところ　石川河川敷川西グラウンドド

※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４〕・０９２(７１６)１４６７〕へ。
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今年の冬も地域住民・団体が、ぼたん鍋やカニ汁、雑煮、中華そ　今年の冬も地域住民・団体が、ぼたん鍋やカニ汁、雑煮、中華そばば

など約20種類の鍋料理を振る舞う「新春・初鍋めぐり」を開催しなど約20種類の鍋料理を振る舞う「新春・初鍋めぐり」を開催しまま

すす。。

当日は、スタンプラリーによる景品抽選会もありますので、お鍋　当日は、スタンプラリーによる景品抽選会もありますので、お鍋をを

味わいながら寺内町かいわいを巡ってみませんか。味わいながら寺内町かいわいを巡ってみませんか。　

とときき １月10日、午前11時～午後３時（雨天決行　１月10日、午前11時～午後３時（雨天決行））

※ただし、鍋料理（１杯１００円～）は数量限定のため売り切れ次第終了※ただし、鍋料理（１杯１００円～）は数量限定のため売り切れ次第終了。。

とこところろ 富田林寺内町およびその周　富田林寺内町およびその周辺辺

問い合わ問い合わせせ

じないまち四季物語実行委員会〔０８０(６２０５)４５４０じないまち四季物語実行委員会〔０８０(６２０５)４５４０〕〕

じないまち交流じないまち交流館館〔(２６)０１１０〔(２６)０１１０〕〕
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